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栃木市の「と」の文字をモチーフとして、緑
色の 4 本のラインは自然、歴史、地域、人を
表し、青色はそれぞれの流れが一つとなった
大河の流れを、その先にあるオレンジ色の円
は輝かしい未来と人々の情熱を表しています。

市　章

　地元産とちおとめをふんだんに使って濃縮苺ジュースづくり。加工所には、イチゴの甘い香
りが広がる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西方町元　西方町農産物加工所で撮影）

愛情と手間ひまがたっぷり詰まった逸品
　

栃
木
市
の
知
名
度
向
上
、
産
業
の

振
興
及
び
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
全
国
に
誇
れ
る
優
れ

た
商
品
を
栃
木
市
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品

「
と
ち
ぎ
小
江
戸
ブ
ラ
ン
ド
」
に
認
定

し
て
い
ま
す
。
市
や
観
光
協
会
、
商
工

会
議
所
、
商
工
会
、
農
協
、
鉄
道
会

社
の
関
係
者
ら
で
組
織
す
る
栃
木
市

ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
が
、
昨
年
10

月
に
商
品
を
公
募
、
今
年
１
月
に
、

認
定
品
・
推
奨
品
と
し
て
農
産
物
14

点
、
加
工
食
品
17
点
、
菓
子
10
点
、

工
芸
品
３
点
計
44
点
を
同
ブ

ラ
ン
ド
に
選
定
し
ま
し
た
。

　

認
定
品
の
ひ
と
つ
が
、
西

方
町
農
産
物
加
工
組
合
「
お

と
め
会
」
が
つ
く
る
、
苺

ジ
ュ
ー
ス
で
す
。
手
作
業
で

一
本
一
本
真
心
こ
め
て
瓶
詰

め
し
て
い
ま
す
。
材
料
は

西
方
産
と
ち
お
と
め
と
砂
糖

だ
け
で
、
水
を
一
滴
も
使
用

し
て
い
な
い
の
で
イ
チ
ゴ

本
来
の
味
が
楽
し
め
ま
す
。

ジ
ュ
ー
ス
だ
け
で
は
な
く
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
材
料
と

し
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

西
方
町
農
産
物
加
工
組
合

は
、
地
元
で
生
産
さ
れ
た
農

産
物
を
素
材
と
し
た
加
工
品

の
開
発
・
製
造
・
販
売
を
行

い
、
農
業
の
振
興
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
生
産
者
と
消

費
者
と
の
交
流
促
進
を
図
り

農
業
へ
の
理
解
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

組
合
長
の
大
嶋
た
か
子
さ

ん
は
、「
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定
さ
れ
て
、

自
信
を
持
っ
て
商
品
を
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
す
べ
て

地
元
の
素
材
を
使
用
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
自
慢
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
客

様
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
初
心

を
忘
れ
ず
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

※
広
報
と
ち
ぎ
８
月
号
で
「
と
ち
ぎ

小
江
戸
ブ
ラ
ン
ド
」
の
特
集
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
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栃木市自治会連合会組織図
栃木市自治会連合会

16 地区　392 自治会（43,800 世帯）

大宮地区自治会連合会
（第 8 地区自治会連合会）

大平地域自治会連合会
（第 13 地区自治会連合会）

西方地域自治会連合会
（第 16 地区自治会連合会）

都賀地域自治会連合会
（第 15 地区自治会連合会）

藤岡地域自治会連合会
（第 14 地区自治会連合会）

国府地区自治会連合会
（第 12 地区自治会連合会）

寺尾地区自治会連合会
（第 11 地区自治会連合会）

吹上地区自治会連合会
（第 10 地区自治会連合会）

皆川地区自治会連合会
（第 9 地区自治会連合会）

栃木第７地区自治会連合会

栃木第６地区自治会連合会

10 自治会
（1,464 世帯）

10 自治会
（3,336 世帯）

39 自治会
（1,864 世帯）

30 自治会
（3,673 世帯）

104 自治会
（4,796 世帯）

46 自治会
（8,860 世帯）

21 自治会
（1,653 世帯）

11 自治会
（938 世帯）

25 自治会
（2,582 世帯）

20 自治会
（1,086 世帯）

35 自治会
（4,753 世帯）

8 自治会
（1,630 世帯）

9 自治会
（2,860 世帯）

9 自治会
（2,440 世帯）

7 自治会
（1,379 世帯）

8 自治会
（486 世帯）

栃木第 1 地区自治会連合会

栃木第５地区自治会連合会

栃木第４地区自治会連合会

栃木第３地区自治会連合会

栃木第２地区自治会連合会

　         　　　   抗体検査・予防接種費用への
　　　　　　　　　　　　　　一部助成をスタート『

風しん予防緊急対策』

 健康増進課 ☎ 25 ‐ 3511
 健康福祉課 ☎ 45 ‐ 1788
 健康福祉課 ☎ 62 ‐ 0904

 健康福祉課 ☎ 29 ‐ 1103
 健康福祉課 ☎ 92 ‐ 0311

★風しんの流行について
　風しんが首都圏を中心に、大流行しています。妊娠中の女性が風しんに
かかることで、胎児が先天性風しん症候群になってしまったという報告が
あります。
　通勤などで都心を行き来する方の多い栃木市としては、今後の爆発的な
流行を懸念して、市民、そして未来の赤ちゃんを守るため、4 月 26 日よ
り『風しん予防緊急対策事業』を開始しました。
★風しん予防緊急対策事業について

（内容）　　　風しん抗体検査・予防接種費用への一部助成
（対象者）　　市内に住所を有する１９歳以上で、以下に該当する方
　　　　　　①妊娠を予定または希望している 49 歳以下の女性とその夫
　　　　　　②妊娠をしている女性の夫

（実施期間）　4 月 26 日から平成 26 年 3 月 31 日まで
（助成回数・金額）　助成は、抗体検査・予防接種それぞれ生涯１回ずつ
　　　　　　　　風しん抗体検査　　　　　・・・１回につき 2,000 円
　　　　　　　　風しん予防接種　　　　　・・・１回につき 3,000 円
　　　　　　　　麻しん風しん混合予防接種・・・１回につき 5,000 円
※医療機関の窓口では、上記の助成金額を差し引いた金額が自己負担とな
ります。
★抗体検査・予防接種までの流れ

（希望の方は、問合先へ連絡ください！）
　①下記問合先窓口で「申請書」を記入
　②「申請書」の提出で、抗体検査受診票・予防接種予診票を発行
　③市内協力医療機関に予約し、市発行の受診票・予診票を使い検査・接
　　種する
※市発行の受診票・予診票を使わなかった場合や、市内協力医療機関以外
の医療機関で受けた場合は、助成の対象となりません。ご了承ください。
※妊娠中は予防接種を受けることはできません。
●風しんとは…《主な症状》発疹・発赤・リンパ節の腫れ
　　　　　　　  《感染経路》飛沫感染（咳やくしゃみなど）
　　　　　　　  《注意点》妊娠中の女性への感染
　　　　　　　  《潜伏期間》約２～３週間（平均 16 ～ 18 日）
●先天性風しん症候群とは…免疫を持たない女性が、妊娠中（特に妊娠初
期）に風しんにかかることで、胎児が風疹ウイルスに感染し、生まれてく
る赤ちゃんに、難聴や心疾患、精神や身体の発達の遅れ等の障がいが現れ
ること。

　５月 23 日、栃木文化会館
において、栃木市自治会連
合会設立総会が開催されま

した。市内では、現在、392 の単位
自治会が活動しており、市内を 16 の
地区に分けた地区自治会連合会が、地
区内自治会の意見交換や研修事業など
を行っています。

協
議
会
の
場
で
、
新
し
い
自
治
会

連
合
組
織
の
検
討
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

協
議
会
全
員
の
思
い
は
、
こ
の

新
生
栃
木
市
が
、
本
当
に
住
ん
で

良
か
っ
た
街
で
、
い
つ
も
陽
が
あ

た
る
よ
う
な
温
か
い
街
で
あ
る
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域

の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
、
栃
木
市

　

１
市

４
町
の

合
併
後
、

各
地
域

の
自
治

会
代
表

の
皆
様
と
組
織
し
た
自
治
会
連
絡

明
る
く
住
み
よ
い
街
へ

　
初
代
会
長  

落
合
雅
雄
さ
ん

　

自
治
会
相
互
の
連
絡
調
整

や
地
区
自
治
会
連
合
会
の
連

絡
調
整
を
図
る
と
と
も
に
、

市
の
発
展
に
寄
与
し
、
地
域

住
民
の
福
祉
の
向
上
や
生
活

の
安
全
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
市
内
の
全
自
治
会

が
参
画
す
る
栃
木
市
自
治
会

連
合
会
が
設
立
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

　

設
立
総
会
で
は
、
新
し
い

連
合
会
の
規
約
や
事
業
計

画
、
収
支
予
算
の
承
認
等
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

栃
木
市
自
治
会
連
合
会
は

主
な
事
業
と
し
て
、
行
政
機

関
等
と
の
連
絡
調
整
、
自
治

会
功
労
者
の
表
彰
、
自
治
会

等
の
運
営
に
関
す
る
調
査
研

究
や
研
修
、
栃
木
県
自
治
会

連
合
会
事
業
へ
の
参
加
、
栃

会
長
に
落
合
さ
ん

新
役
員
27
人
選
出

栃木市
自治会連合会を設立栃木
市自治会連合会を設立

栃

木市自治会連合会を設立

栃

木市自治会連合会を設立

木
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
の
開

催
・
運
営
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
区
自
治
会
連

合
会
か
ら
の
代
表
者
27
人
が

新
役
員
と
し
て
選
出
さ
れ
、

会
長
に
は
、
落
合
雅
雄
さ
ん

（
倭
町
北
五
自
治
会
）
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
に
は
、
功
労

者
表
彰
式
を
開

催
し
、
長
年
自

治
会
長
を
務
め

ら
れ
た
45
人
の

方
に
賞
状
と
記

念
品
を
贈
呈
し
、

そ
の
労
を
ね
ぎ

ら
い
ま
し
た
。

栃木市自治会連合会を設立

16 地区 392 自治会がスクラム

◀
あ
い
さ
つ
す
る
落
合
会
長

▶
議
事
終
了
後
に
行
わ

れ
た
功
労
者
表
彰
式

▲
新
し
く
選
出
さ
れ
た

役
員
の
紹
介

民
と
し
て
の
絆
を
大
切
に
す
る
ま

ち
づ
く
り
が
必
要
に
な
る
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
各
地
域
の
皆
様
と
共

に
、
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
精
一
杯
努
力
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　
　
　

☎
21
‐
２
２
４
７
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No.11

栃木市長　鈴木俊美

　市民の皆さん、こんにちは。今回は、平
成 25 年度の市の主な事業の２回目です。
　第３　安全安心で快適に暮らせるまちづくり
①防犯灯 LED 化事業 [2 億 5,000 万円 ] 全
ての防犯灯を消費電力が少なく環境に優し
い LED タイプに交換します（西方地域は
交換済）。また、来年度から防犯灯の維持
管理は全て市が行います。
②女性消防団の創設事業 [372 万円 ] 女性
消防団員には、火災予防の啓発や高齢者宅
の訪問、初期消火の指導などを行っていた
だきます。
③防災ハザードマップ作成事業 [994 万円 ]
土砂災害警戒区域も含めた、新しい防災ハ
ザードマップを作成します。
　第４　健康で生きがいを持てるまちづくり
① こ ど も 発 達 支 援 セ ン タ ー 設 置 事 業
[9,043 万円 ] 発達障がいを持つこどもの
相談支援、発達支援等の拠点施設を設置し

ます。
②こども・妊産婦・ひとり
親家庭医療費助成事業 [5 億
4,225 万円 ] こども医療費は中
学校３年生まで無料として、３歳未満は、
医療機関での自己負担額の支払い等は一切
不要な現物給付方式であり、３歳以上中学
校３年生までは、医療機関でいったんは自
己負担額を支払っていただき、後で申請を
していただく償還払い方式をとっていまし
たが、本年度からは現物給付方式を小学校
６年生にまで拡大しました。
③栃木地区病院統合再編事業 [10 億円 ] 市
内の３病院（下都賀・医師会・とちの木）は、
４月１日に「一般財団法人とちぎメディカル
センター」として経営が一本化されました。
　今後、急性期向けの第１病院を栃木駅南
に新たに建設し、とちの木病院を増築して
回復期と慢性期に対応する第２病院として
医療体制の充実を図ります。また、医師会
病院の敷地を活用して総合保健医療支援セ
ンター等としますが、これらの整備費用の
一部を市が財政支援します。
　来月もこの続きをお話しします。

平成 25 年度の事業について
　　　　　　　　　　   No.2

　

平
成
25
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
本
市

か
ら
次
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
、心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
瑞
宝
双
光
章
】

　
　
　

漆
原　

鎭
男
（
都
賀
町
合
戦
場
）　  

郵
政
事
業
功
労

【
瑞
宝
単
光
章
】

　
　
　

田
波　

敏
弘
（
富
士
見
町
）　　
　

  

消
防
功
労

【
黄
綬
褒
章
】

　
　
　

反
保　

正
一
（
大
平
町
西
野
田
）  　

業
務
精
励

（
電
気
機
械
器
具
組

立
工
・
卓
越
技
能
）

【
藍
綬
褒
章
】

　
　
　

 

松
﨑　

青爭
子
（
室
町
） 　
　
　
　
　

行
政
相
談
功
績

春
の
叙
勲
・
褒
章
受
章

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
よ
り

一
層
促
進
す
る
た
め
、
４
月
か

ら
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐

震
改
修
に
要
す
る
補
助
金
の
見

直
し
及
び
耐
震
建
替
え
補
助
制

度
を
新
設
し
ま
し
た
。

◎
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
▽
自

己
負
担
額
１
万
円
→
無
料
（
※

住
宅
の
図
面
が
な
い
場
合
は
、

面
積
に
応
じ
て
別
途
費
用
要
）

◎
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
▽
補

助
限
度
額
60
万
円
→
１
０
０
万

円
（
耐
震
改
修
費
用
の
２
分
の

１
以
内
）

◎
木
造
住
宅
の
耐
震
建
替
え

（
新
設
）
▽
補
助
限
度
額
60
万

円
（
耐
震
改
修
費
用
相
当
分
の

２
分
の
１
以
内
）

◇
補
助
対
象
住
宅　

昭
和
56
年

５
月
31
日
以
前
に
建
て
ら
れ

た
、
賃
貸
を
目
的
と
し
な
い
木

造
２
階
建
以
下
の
住
宅
（
住
宅

以
外
の
部
分
の
床
面
積
が
延
床

面
積
の
２
分
の
１
以
下
の
併
用

住
宅
を
含
む
）

※
そ
の
他
一
定
要
件
あ
り
。
詳

細
は
左
記
へ

 

建
築
指
導
課 

☎
21
‐２
６
２
７

 

都
市
建
設
課 

☎
43
‐９
２
１
５

 

都
市
建
設
課 

☎
62
‐０
９
０
８

 

都
市
建
設
課 

☎
29
‐１
１
０
５

 

産
業
建
設
課 

☎
92
‐０
３
１
４

栃
木
市
敬
老
会
事
業

             

補
助
金
に
つ
い
て

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
開
催
さ

れ
る
敬
老
会
に
対
し
て
、
主
催

す
る
団
体
に
そ
の
経
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

本
年
度
国
民
年
金
保
険
料

免
除
申
請
は
７
月
か
ら
！

　

平
成
25
年
７
月
～
平
成
26
年

６
月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料

の
免
除
申
請
は
、
７
月
１
日
か

児
童
手
当
の
現
況
届

忘
れ
ず
に
！

　

児
童
手
当
は
、毎
年
６
月
に
、

児
童
の
養
育
状
況
等
を
確
認
す

る
た
め
に
『
現
況
届
』
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。『
現
況
届
』
を
郵
送

し
ま
し
た
の
で
、
届
い
て
い
な

い
方
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
提
出
期
限　

６
月
28
日（
金
）

◆
提
出
場
所
・
問
合
先

栃
木
地
域 

 

こ
ど
も
課
（
福

祉
庁
舎
）　  

☎
21
‐
２
５
１
２

大
平
地
域 

 

健
康
福
祉
課（
ゆ

う
ゆ
う
プ
ラ
ザ
）

　
　
　
　
　

☎
45
‐
１
７
８
８

藤
岡
地
域 

 

健
康
福
祉
課  

☎
62
‐
０
９
０
４

都
賀
地
域 

 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐
１
１
０
３

西
方
地
域 

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐
０
３
１
２

特
定
健
康
診
査
等
・

　
　

保
健
指
導
の
ご
案
内

受
診
券
は
届
き
ま
し
た
か
？

　

特
定
健
康
診
査
（
国
民
健
康

保
険
加
入
者
）、
後
期
高
齢
者

医
療
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
受
診
券
を
対
象
者
に
送

り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

●
特
定
健
康
診
査　

特
定
健
康

診
査
は
、
生
活
習
慣
病
の
前
段

階
で
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
を
発
見
す
る
検
査

で
、
該
当
者
と
予
備
群
と
な
る

方
を
早
期
に
発
見
し
、
生
活
習

慣
改
善
の
た
め
の
指
導
（
特
定

保
健
指
導
）
を
行
い
ま
す
。

◇
対
象　

40
歳
以
上
75
歳
未
満

の
方（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査

　

健
康
の
保
持
・
増
進
の
た
め

に
生
活
習
慣
病
を
早
期
に
発
見

し
、
状
態
が
軽
い
う
ち
に
早
め

の
治
療
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

◇
対
象　

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
加
入
者

※
詳
細
は
案
内
書
（
受
診
券
同

封
）
を
確
認
し
、
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
受
診
の
際
は
受
診
券
が
必
要

で
す
。
有
効
期
限
を
確
認
の
う

え
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
診
券
に
関
す
る
問
合
先

①
特
定
健
康
診　

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐２
１
５
１

②
後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐２
１
５
４

①
・
②
共
通

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
１
６

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７

○
受
診
方
法
・
予
約
に
関
す
る

問
合
先

 

健
康
増
進
課 

☎
25
‐３
５
１
１

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐１
１
０
３

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
１
１

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

《
補
助
金
交
付
対
象
者
》
▽
敬

老
会
を
主
催
す
る
自
治
会
や
老

人
ク
ラ
ブ
、
市
長
が
認
め
た
介

護
施
設
▽
複
数
の
自
治
会
等
で

合
同
開
催
さ
れ
る
敬
老
会
の
場

合
は
、
代
表
と
な
る
実
行
委
員

会
▽
同
一
地
域
で
自
治
会
と
老

人
ク
ラ
ブ
の
双
方
で
各
々
敬
老

会
が
行
わ
れ
る
場
合
、
自
治
会

へ
の
補
助
を
優
先
し
ま
す
。

《
補
助
金
額
》　

４
月
１
日
現
在

で
当
該
地
域
に
在
住
す
る
80
歳

以
上
の
高
齢
者
（
現
在
79
歳
で

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
80

歳
に
な
る
方
含
む
）
の
数
に
千

円
を
乗
じ
た
額
。

《
補
助
金
の
申
請
》
▽
所
定
の

用
紙
（
左
記
に
あ
り
ま
す
）
に

記
入
の
う
え
、
左
記
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

《
申
請
締
切
日
》
▽
８
月
16
日

（
金
）（
補
助
金
振
込
予
定
日
）

９
月
11
日
（
水
）

※
補
助
金
の
申
請
は
８
月
16
日

以
降
で
も
受
け
付
け
ま
す
が
、

補
助
金
の
振
込
は
９
月
11
日
以

降
に
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
へ

◆
申
請
・
問
合
先

 

高
齢
福
祉
課 

☎
21
‐２
５
２
１

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐１
１
０
３

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
１
０

ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　

学
生
以
外
の
第
１
号
被
保
険

者
で
、
前
年
の
所
得
が
一
定
基

準
以
下
の
場
合
は
、
保
険
料
の

全
額
免
除
・
一
部
納
付
又
は
納

付
猶
予
（
30
歳
未
満
の
方
対
象
）

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

退
職
さ
れ
た
方
の
所
得
を
審

査
対
象
か
ら
除
外
す
る
退
職
特

例
免
除
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

◇
申
請
に
必
要
な
も
の　

年
金

手
帳
・
印
鑑
・
雇
用
保
険
被
保

険
者
離
職
票（
退
職
さ
れ
た
方
）

※
代
理
申
請
の
場
合
に
は
、
委

任
状
及
び
代
理
人
の
免
許
証
等

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
本
人
の
所
得
の
ほ
か
、
世
帯

主
（
納
付
猶
予
は
除
く
）、
配

偶
者
の
所
得
も
審
査
対
象
と
な

り
ま
す
。

※
24
年
度
に
全
額
免
除
・
若
年

者
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
、
継

続
を
承
認
さ
れ
て
い
る
方
が
引

き
続
き
同
じ
免
除
申
請
を
希
望

す
る
場
合
、手
続
き
は
不
要
で
す
。

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐２
１
５
５

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
１
６

 
生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 
生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７
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後
期
高
齢
者

　

医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

◎
８
月
か
ら
「
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
」
が
新
し
く
な

り
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加

入
者
へ
、
７
月
下
旬
に
新
し
い

「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
」
を
送
り
し
ま
す
。（
保
険

料
の
納
付
状
況
で
、
送
付
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
） 

８
月

以
降
病
院
等
を
受
診
す
る
際
に

必
要
で
す
。

　

な
お
、
自
己
負
担
割
合
は
、

平
成
24
年
の
住
民
税
課
税
所
得

１
４
５
万
円
を
基
準
と
し
、
基

準
未
満
の
方
は
１
割
、
基
準
以

上
の
方
は
３
割
で
す
。た
だ
し
、

住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万

円
以
上
の
方
で
も
、
平
成
24
年

の
収
入
が
次
に
該
当
す
る
方
は

１
割
に
変
更
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

○
該
当
者
（
平
成
24
年
中
の
収

入
）
▽
後
期
高
齢
者
単
身
世
帯

（
収
入
３
８
３
万
円
未
満
）
▽

後
期
高
齢
者
２
人
以
上
の
世
帯

（
収
入
合
計
５
２
０
万
円
未
満
）

※
該
当
者
に
は
、「
基
準
収
入

額
適
用
申
請
書
」
を
送
付
し
ま

す
の
で
関
係
書
類
・
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
・
印
か
ん

を
持
ち
、
７
月
31
日
（
水
）
ま

で
に
、
近
く
の
担
当
窓
口
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
８
月
か
ら
「
後
期
高
齢
者
医

療
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
が
更
新
に
な
り

ま
す

　

現
在
、
減
額
認
定
証
の
交
付

者
で
該
当
に
な
る
方
へ
、
７
月

下
旬
に
被
保
険
者
証
と
新
し
い

「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
同
封
し
て
送
る
予
定
で
す
。

診
療
の
際
、
医
療
機
関
に
提
示

す
る
と
医
療
費
の
支
払
い
が
一

定
額
内
に
と
ど
ま
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
申
請
さ
れ

て
い
な
い
方
で
左
記
に
該
当
す

る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
該
当
者
▽
世
帯
全
員
が
住
民

税
非
課
税
で
あ
る
こ
と
。

　

交
付
を
希
望
す
る
方
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
・

印
か
ん
を
持
ち
、
近
く
の
担
当

窓
口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
25
年
度
は
、
保
険
証
の

色
が
薄
い
藤
色
、
限
度
額
認
定

証
は
薄
い
ピ
ン
ク
色
で
す
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐２
１
５
３

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
１
６

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７

福
祉
施
設
利
用
者
の
負
担

　

軽
減
制
度
等
に
つ
い
て

◎
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

証
の
交
付
（
更
新
）
に
つ
い
て

　

要
介
護
等
認
定
者
が
、
老
人

福
祉
施
設
等
に
入
所
ま
た
は
短

期
入
所
す
る
場
合
、
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
に
は
、
自
己
負

担
と
な
る
食
費
お
よ
び
居
住
費

（
滞
在
費
）
を
軽
減
す
る
制
度

ライ
トダウンジャパン2013

7 月７日（日）20:00 ～ 22:00

　地球温暖化防止のため
に、私たちにできること。
そんな思いから今年もラ
イトダウンを行います。
　ちょっと電気を消し
て、地球のこと、環境の
こと、私たちの未来のこ
と、みんなで星空の下考
えてみませんか？

 環境課 ☎ 21-2601

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

住
基
カ
ー
ド
が
必
要
で
す

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア（
コ
ン
ビ
ニ
）

で
住
民
票
の
写
し
・

印
鑑
登
録
証
明
書
の

交
付
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
同

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
は
「
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー

ド
）」と「
事
前
の
利
用
者
登
録
」

が
必
要
で
す
。

【
コ
ン
ビ
ニ
交
付
利
用
者
登
録

の
受
付
窓
口
・
受
付
時
間
】

　

 

市
民
生
活
課
（
平
日
の

月
曜
日
～
金
曜
日
８
時
30
分
～

19
時
）

 
 

生
活
環
境
課
（
平

日
の
月
曜
日
～
木
曜
日
８
時
30

分
～
17
時
15
分
、
金
曜
日
８
時

30
分
～
19
時
） 

 

生
活
環
境

課
（
平
日
の
月
曜
日
～
金
曜
日

▲住基カードと事前に利用登録をす
れば、コンビニの機械で、一部証明
書交付サービスが利用できます。

8
時
30
分
～
17
時
15
分
、第
２
・

４
金
曜
日
８
時
30
分
～
19
時
）

 

生
活
環
境
課
（
平
日
の
月

曜
日
～
金
曜
日
８
時
30
分
～
17

時
15
分
）

【
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
利
用
で
き

る
方
】

　

栃
木
市
に
住
民
票
の
あ
る
本

人
（
15
歳
未
満
の
方
、
成
年
被

後
見
人
を
除
く
）

【
利
用
者
登
録
に
必
要
な
も
の
】

　

①
住
基
カ
ー
ド
②
顔
写
真
付

き
の
公
的
な
身
分
証
明
書
（
顔

写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
可
）
③

印
鑑
登
録
証
（
印
鑑
登
録
を
し

て
い
な
い
方
が
コ
ン
ビ
ニ
で
印

鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
を
受
け

る
に
は
、
印
鑑
登
録
が
必
要
。

手
数
料
２
０
０
円
）。

【
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
・
証
明
書
の
交
付
時

間
】

　

全
国
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、

ロ
ー
ソ
ン
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン

ク
ス　

６
時
30
分
～
23
時
（
12

月
29
日
～
１
月
３
日
の
年
末
年

始
、
機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時

を
除
く
）

【
発
行
で
き
る
証
明
書
・
手
数

料
】

　
「
住
民
票
の
写
し
」「
印
鑑
登

録
証
明
書
」
手
数
料
１
８
０
円

（
庁
舎
窓
口
・
市
が
設
置
す
る

自
動
交
付
機
は
２
０
０
円
）。

 

市
民
生
活
課

☎
21
‐
２
１
４
７・２
１
４
８

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

の
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
に
必

要
と
な
る
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
の
新
規
発
行
に
つ
い
て
、
無

料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

※【
住
基
カ
ー
ド
の
発
行
窓
口
・

受
付
時
間
】
は
、
上
記
【
コ
ン

ビ
ニ
交
付
利
用
者
登
録
の
受
付

窓
口
・
受
付
時
間
】
と
同
じ
。

【
住
基
カ
ー
ド
発
行
に
必
要
な

も
の
】
①
本
人
確
認
書
類
▽
Ｉ

Ｃ
運
転
免
許
証
と
免
許
証
の
パ

ス
ワ
ー
ド
▽
運
転
免
許
証
や
パ

ス
ポ
ー
ト
な
ど
顔
写
真
付
き
の

　

思
い
浮
か
べ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
あ
な
た
が
頼
ん
だ

こ
と
に
対
し
て
お
子
さ
ん
が

「
終
わ
っ
た
よ
！
」
と
駆
け

戻
っ
て
き
た
時
、
ど
ん
な
ふ

う
に
お
子
さ
ん
を
迎
え
て
い

ま
す
か
？

　

子
ど
も
に
と
っ
て
、
大
切

な
存
在
で
あ
る
親
に
自
分
が

役
立
っ
て

い
る
と
い

う
実
感

は
、
大
き

な
喜
び
で

あ
り
、
こ

の
体
験
が
人
の
役
に
立
と
う

と
す
る
行
動
に
結
び
つ
い
て

い
く
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
ん

な
子
ど
も
に
育
て
る
一
つ
の

手
順
で
す
。

①
親
の
手
伝
い
を
し
て
も
ら

う
。

②
手
伝
っ
て
く
れ
た
こ
と
に

感
謝
し
喜
び
の
気
持
ち
を
こ

と
ば
と
態
度
で
伝
え
る
。

③
自
分
の
働
き
が
親
の
役
に

立
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た

子
ど
も
は
、
他
の
場
面
で
も

人
の
役
に
立
と
う
と
す
る
。

　

①
～
③
の
サ
イ
ク
ル
を
く

り
返
す
こ
と
で
少
し
ず
つ
少

し
ず
つ
身
に
つ
い
て
い
く
力

で
す
。
あ
な
た
も
試
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

 

生
涯
学
習
課 

☎
21
‐
２
７
３
１

公
的
な
本
人
確
認
書
類
と
健
康

保
険
証
な
ど
本
人
確
認
書
類

◆
顔
写
真
付
き
の
住
基
カ
ー
ド

を
希
望
の
場
合
は
顔
写
真
（
６

か
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
・

無
背
景
で
、
顔
が
は
っ
き
り
わ

か
る
証
明
写
真
）
１
枚
。

【
交
付
手
数
料
】
無
料
（
再
交

付
の
場
合
は
５
０
０
円
）

■
即
日
交
付
は
、
本
庁
舎
・
大

平
総
合
支
所
で
、で
き
ま
す
が
、

窓
口
の
混
雑
状
況
に
よ
り
停
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書

類
を
お
持
ち
で
な
い
方
な
ど
、

詳
し
く
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

市
民
生
活
課

☎
21
‐
２
１
４
７・２
１
４
８

定
例
教
育
委
員
会
開
催

　
７
月
の
定
例
教
育
委
員

会
を
７
月
22
日
（
月
）
14

時
か
ら
吹
上
公
民
館
（
吹

上
町
）
で
開
催
し
ま
す
。

教
育
総
務
課
☎
21
‐
２
７
１
１

教
育
委
員
会
委
員
に

福
島
鉄
典
氏
を
再
任

　

市
議
会
３
月
定
例
会
で
同
意

を
得
て
、
福
島
鉄
典
氏
（
大
平

町
富
田
）
が
、
教
育
委
員
会
委

員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
、
５
月
19
日
か
ら
平
成
29
年

５
月
18
日
ま
で
の
４
年
間
で

す
。

　

教
育
委
員
会
は
、
６
人
の
委

員
で
構
成
さ
れ
、
学
校
教
育
や

教
育
環
境
整
備
、
生
涯
学
習
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関

す
る
事
務
等
に
つ
い
て
審
議
し

ま
す
。

 

職
員
課  

☎
21
‐
２
２
３
１

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
を
選
任

　

市
議
会
３
月
定
例
会
で
同
意

を
得
て
、
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に
、諏
訪
晃
氏（
片

柳
町
４
丁
目
）、
町
田
郁
夫
氏

（
大
平
町
富
田
）、
三
柴
力
夫
氏

（
藤
岡
町
富
吉
）
が
再
任
さ
れ
、

柏
倉
喜
三
久
氏（
都
賀
町
大
柿
）

が
新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
５
月
18
日
か
ら
平

成
28
年
５
月
17
日
ま
で
の
３
年

間
で
す
。

福島鉄典氏

三柴力夫氏

町田郁夫氏 諏訪　晃氏

柏倉喜三久氏

　

同
委
員
会
は
、
５
人
の
委
員

で
構
成
さ
れ
、
固
定
資
産
課
税

台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に
関

す
る
不
服
の
審
査
を
行
い
ま

す
。

 

職
員
課  

☎
21
‐
２
２
３
１

が
あ
り
ま
す
。

　

入
所
等
が
決
ま
り
、
制
度
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
下
記
申
請

先
に
、
認
定
証
の
交
付
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※
軽
減
さ
れ
る
額
は
、
保
険
料

の
段
階
と
収
入
額
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。

※
す
で
に
認
定
証
を
交
付
済
み

の
方
で
、
６
月
末
ま
で
に
更
新

手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
利
用

者
負
担
軽
減
制
度
に
つ
い
て

　

社
会
福
祉
法
人
が
運
営
主
体

と
な
っ
て
い
る
「
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
」、「
訪
問
介
護
」、「
通

所
介
護
」、「
短
期
入
所
生
活
介

護
」
お
よ
び
「
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
」
の
各
サ
ー
ビ
ス

（
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
）

に
つ
い
て
は
、
利
用
者
負
担
軽

減
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
次
の

①
～
⑤
の
す
べ
て
の
要
件
を
満

た
す
方
は
利
用
者
負
担
の
４
分

の
１
（
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
は
２
分

の
１
）
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

①
平
成
24
年
中
の
収
入
（
非
課

税
年
金
も
含
み
ま
す
）
が
単
身

世
帯
で
１
５
０
万
円
、
世
帯
員

が
１
人
増
え
る
ご
と
に
50
万
円

を
加
算
し
た
額
以
下
②
預
貯
金

等
（
有
価
証
券
、債
権
も
含
む
）

の
額
が
単
身
世
帯
で
３
５
０
万

円
、
世
帯
員
が
１
人
増
え
る
ご

と
に
１
０
０
万
円
を
加
算
し
た

額
以
下
③
日
常
生
活
に
供
す
る

資
産
（
自
宅
等
）
以
外
に
活
用

で
き
る
資
産
が
な
い
④
負
担
能

力
の
あ
る
親
族
等
に
扶
養
さ
れ

て
い
な
い
⑤
介
護
保
険
料
を
滞

納
し
て
い
な
い
。

※
申
請
の
際
に
、
世
帯
全
員
の

所
得
と
預
貯
金
等
に
つ
い
て
申

告
が
必
要
で
す
。
通
帳
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
・
問
合
先

 

介
護
保
険
課 

☎
21
‐２
５
３
１

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐１
１
０
３

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
１
０

コンビニで

証明書交付サービス
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◇申請に必要なもの
①一般旅券発給申請書１通（本庁舎市民生活課、各総合支
所生活環境課に置いてあります）。
②戸籍謄本又は抄本１通（発行の日から６か月以内のもの。
有効期限内に新しいパスポートに切り替える方で、氏名 ･
本籍等に変更が無い方は原則として省略できます。有効期
間中のパスポートをお持ちください）。
③写真１枚（６か月以内に撮影したパスポート用の証明写
真。写真は、ふちなし、正面向き、無帽、無背景で顔がはっ
きりと写っているもの。カラーコンタクト着用は不可）。
④本人確認書類１～２点（運転免許証、保険証と年金手帳など）
⑤前回取得したパスポート
◇申請
　上記の書類を持ち、窓口へ。申請受付後、旅券引換書を
お渡しします。旅券引換書は、パスポート交付の際に必要
です。大切に保管してください。
◇交付
　パスポートの受け取りは申請した窓口になります。申請
時に希望すれば、日曜日に県庁で受け取ることもできます
が、申請後は変更できません。
　パスポートを受け取ることができるのは、申請者本人の
みです（ただし、訂正、増補のみ代理受領ができます）。

（申請から交付までの日数）
○本庁舎…申請日から土日祝日を除く６～７日目
○各総合支所…申請日から土日祝日を除く８日目
★注意事項
◎パスポートの申請は、住民登録のある市町で受付を行い
ます。他市町での申請はできません。
◎申請は代理の方でもできます。本人申請と方法が一部異
なります。詳しくは問合先へ。
◎次に該当する申請は午後５時までの受付になります。
○紛失の届出○前回パスポートのローマ字の確認が必要な
場合○家族の氏のローマ字名の確認が必要な場合○その他
パスポート発行について確認が必要な場合※受付窓口が市
に変更になったため、県下都賀庁舎等では受付できません
のでご注意ください。

 市民生活課 ☎ 21 ‐ 2149
 生活環境課 ☎ 43 ‐ 9209
 生活環境課 ☎ 62 ‐ 0903
 生活環境課 ☎ 29 ‐ 1102
 生活環境課 ☎ 92 ‐ 0306

パスポートの申請・交付のご案内
住
居
表
示
実
施
区
域
の
新
・
改
築

住
居
表
示
の
手
続
き
が
必
要　
　

　

住
居
表
示
を
実
施
し
て
い
る

区
域
で
は
、
住
所
を
表
す
際
に

土
地
の
地
番
で
は
な
く
、
住
居

番
号
で
の
表
示
と
な
り
、
住
居

表
示
実
施
区
域
で
建
物
を
新

築
・
改
築
を
行
っ
た
場
合
は
届

出
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
手
続
き
が
お
済
み
で
な

い
と
住
所
が
決
定
し
な
い
た
め 

、

転
入
や
転
居
の
手
続
き
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

◆
住
居
表
示
実
施
地
区　

万

町
、
倭
町
、
旭
町
、
室
町
、
城

内
町
、
神
田
町
、
本
町
、
日
ノ

出
町
、
沼
和
田
町
、
河
合
町
、

片
柳
町
、
湊
町
、
富
士
見
町
、

境
町
、
薗
部
町
、
入
舟
町
、
祝

町
、
柳
橋
町
、
箱
森
町
、
小
平

町
、
錦
町
、
嘉
右
衛
門
町
、
泉

町
、
大
町
、
昭
和
町
、
平
柳
町
、

今
泉
町

◆
届
出
で
き
る
人　

家
屋
等
の

所
有
者
、
管
理
者
、
占
有
者
※

代
理
人
で
も
手
続
き
で
き
ま
す

◆
必
要
な
も
の　

①
建
築
確
認

法
定
外
公
共
物（
赤
道
、水
路
等
）

利
用
、
使
用
時
の
お
願
い

　

市
所
有
の
法
定
外
公
共
物
の

適
正
な
管
理
を
図
る
た
め
、
法

定
外
公
共
物
を
利
用
し
た
工
作

物
、構
造
物
な
ど
の
設
置
行
為
、

並
び
に
用
途
廃
止
、
払
下
げ
な

ど
は
市
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
法
定
外
公
共
物
を
損

傷
し
た
り
、
無
断
で
使
用
し
た

場
合
な
ど
に
は
、
５
万
円
以
下

の
過
料
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
市
の
許
可
を

受
け
て
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。

※
「
法
定
外
公
共
物
」
と
は
、

国
道
、
県
道
、
市
道
以
外
の
道

路
（
赤
道
等
）
や
１
級
河
川
、

２
級
河
川
、
準
用
河
川
以
外
の

河
川
（
水
路
等
）
な
ど
を
い
い

ま
す
。

 

道
路
課　

    

☎
21
‐２
６
３
５

 

都
市
整
備
課 

☎
43
‐９
２
１
４

 

都
市
建
設
課 

☎
62
‐０
９
０
８

 

都
市
建
設
課 

☎
29
‐１
１
０
５

 

産
業
建
設
課 

☎
92
‐０
３
１
４

農
地
の
適
正
な
管
理
に
つ
い
て

　

近
年
、
耕
作
を
放
棄
し
、
雑

草
等
が
生
い
茂
っ
た
耕
作
放
棄

地
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

平
成
21
年
12
月
施
行
の
改
正
農

地
法
で
、
農
地
の
所
有
者
や
耕

作
者
等
は
、
農
地
を
適
正
か
つ

効
率
的
な
利
用
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
１
日
に
施
行
さ

れ
た
「
栃
木
市
を
き
れ
い
で
住

み
よ
い
ま
ち
に
す
る
条
例
」
に

お
い
て
も
、土
地
の
所
有
者
は
、

雑
草
、
樹
木
等
が
繁
茂
し
た
状

態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
適
切
な

措
置
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
は
、
そ
の
ま
ま

で
は
利
用
が
困
難
な
だ
け
で
な

く
、
病
害
虫
や
火
災
の
発
生
源

と
な
り
、
近
隣
の
住
民
や
農
地

へ
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
速

や
か
に
除
草
等
、
農
地
の
適
正

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
耕
作
放
棄
地
解
消
の

済
証
②
配
置
図
（
出
入
り
口
等

の
位
置
が
確
認
で
き
る
も
の
）

③
公
図
④
印
鑑

 

市
民
生
活
課

☎
21
‐
２
１
４
７・２
１
４
８

取
り
組
み
に
対
し
て
、
耕
作
放

棄
地
再
生
利
用
交
付
金
に
よ
る

支
援
が
あ
り
ま
す
。
交
付
金
を

受
け
る
た
め
の
条
件
は
、
ケ
ー

ス
ご
と
に
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
左
記
に
相
談
く
だ
さ

い
。

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
21
‐
２
５
２
７

学
童
保
育
夏
休
み
利
用

　
　

申
し
込
み
受
け
付
け

　

保
護
者
の
就
労
等
で
、
家
庭

で
の
保
護
指
導
を
受
け
ら
れ
な

い
児
童
を
対
象
に
、
夏
休
み
の

期
間
中
の
み
の
学
童
保
育
利
用

申
し
込
み
の
受
付
を
し
ま
す
。

現
在
学
童
保
育
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
は
、
改
め
て
申
し
込
む

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
対
象　

栃
中
央
小
、栃
三
小
、

栃
四
小
、
栃
五
小
、
南
小
、
大

宮
北
小
、
吹
上
小
、
大
平
・
藤

岡
・
都
賀
地
域
内
各
小
学
校
通

学
区
域
内
学
童
保
育

※
定
員
に
限
り
が
あ
り
、
申
し

込
み
い
た
だ
い
て
も
利
用
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
方
法　

６
月
24
日（
月
）

～
７
月
５
日
（
金
）
ま
で
、　

申
込
用
紙
（
本
庁
、
各
総
合
支

所
及
び
各
学
童
保
育
に
あ
り
ま

　お子さんの成長や発達、子育てなどについて、気になることや困っている
ことはありませんか？
　市では、５歳になるお子さん（年中さん）を対象に発達相談を実施してい
ます。保健師と心理職が各園を訪問し、お子さんの様子を拝見させていただ
きます。
　事前に保護者には相談票を配布します。お子さんがより良い集団生活を送
るための手立てを一緒に考えていきたいと思いますので、相談したいことを
お気軽に記入ください。

次のような心配がありましたら、ぜひ記入ください。
・落ち着きがなく対応が難しい
・困っているクセやこだわりがある
・ひとり遊びが多く、友だちと遊べない
・発音が不明瞭で聞き取りにくい
・食べ物の好き嫌いが激しい
・夜なかなか寝られない　　など

 健康増進課 ☎ 25 ‐ 3512

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
を

左
記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
左
記
へ
。

◆
申
込
・
問
合
先

 

こ
ど
も
課    

☎
21
‐
２
５
６
９

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐１
１
０
３

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
１
２

ま
た
は
各
学
童
保
育

７
月
は
「
青
少
年
の
非
行
・

被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」

　

毎
年
７
月
は
、
青
少
年
の
非

行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月
間

で
す
。
国
・
県
・
市
町
村
が
地

域
民
間
団
体
等
と
連
携
し
な
が

ら
非
行
・
被
害
防
止
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
期
間
中
に
有
害
環

境
浄
化
活
動
と
し
て
店
舗
の
立

入
調
査
や
街
頭
補
導
等
を
実
施

し
ま
す
。

◎
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
に

　

青
少
年
は
地
域
社
会
で
育
ち

ま
す
。
地
域
社
会
の
一
員
と
し

て
、
共
助
の
精
神
で
明
る
い
地

域
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

青
少
年
の
問
題
行
動
は
、
大

人
に
も
責
任
が
な
い
と
は
言
え

ま
せ
ん
。み
ん
な
が「
交
通
ル
ー

ル
を
守
る
」
な
ど
の
規
範
意
識

を
持
ち
、
子
ど
も
た
ち
に
社
会

人
と
し
て
の
手
本
を
示
す
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
青
少
年
を
健
や
か
に

育
む
に
は
、
家
族
だ
ん
ら
ん
の

場
と
し
て
の
家
庭
が
果
た
す
役

割
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
親
は

常
に
子
を
導
く
よ
う
努
め
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

◎
家
庭
の
日

　

県
は
、
家
族
の
き
ず
な
を
大

切
に
す
る
た
め
毎
月
第
３
日
曜

日
を
ふ
れ
あ
い
育
む
「
家
庭
の

日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

家
庭
の
日
に
は
、
県
有
施
設

で
子
ど
も
料
金
の
無
料
化
な
ど

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
家

族
で
お
出
か
け
に
な
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◎
青
少
年
に
関
す
る
相
談
は
気

軽
に
電
話
く
だ
さ
い

【
非
行
問
題
・
不
登
校
な
ど
】

直
接
又
は
電
話
で
青
少
年
育
成

セ
ン
タ
ー
（
市
民
会
館
内
／
☎

23
‐
６
５
６
６
）
へ
相
談
く
だ

さ
い
。

【
い
じ
め
相
談
電
話
】
専
用
電

話
☎
24
‐
０
６
６
７

☆
共
通
事
項

◆
相
談
日　

毎
週
月
～
金
曜
日

◆
時
間　

９
時
～
17
時

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
日
ノ

出
町
／
☎
23
‐
６
５
６
６
）

※
時
間
外
は
留
守
番
電
話

◎
と
ち
ぎ
の
子
ど
も
育
成
憲
章

が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す

　

次
代
を
担
う
と
ち
ぎ
の
子
ど

も
た
ち
が
、
夢
や
希
望
を
持

ち
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
成

長
す
る
た
め
に
は
、
親
は
も
と

よ
り
周
囲
の
大
人
が
責
任
と
自

覚
を
持
っ
て
子
ど
も
の
成
長
に

関
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
県
で
は
、
子
ど
も

を
健
全
に
育
て
て
い
く
基
本
と

な
る
よ
う
「
と
ち
ぎ
の
子
ど
も

育
成
憲
章
」
を
制
定
し
て
い
ま

す
。（
詳
し
く
は
県
青
少
年
男

女
共
同
参
画
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
）

　
「
温
故
知
新
市
」
は
、
休
み
ま

し
た
。
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住宅火災をなくすためにあなたにできること

　市では平成 21 年６月１日より、すべての住宅に住宅用防災警報器の設置が義
務化されています。
　平成 24 年中の全国の建物火災では死者は 1,323 人、そのうち住宅火災では
1,017 人の尊い人命が奪われており、その割合は実に 76.9％に達します。また、
住宅火災の死者数の 65 歳以上の方は 677 人で 66.6%、３人に２人の割合を占
めています。（放火自殺者等を除きます）
　なお、火災による死者の大半の方は「逃げ遅れ」によるものといわれ、火災の
早期発見、初期の消火が大変重要です。
　昨年、本市での住宅火災は 18 件発生し、うち住宅用火災警報器が設置されて
いたのは 11 件、設置率は 61.1% でしかなく、設置義務化後４年たった現在でも
約３件に１件は、まだ設置していませんでした。
　住宅用防災機器を設置し、維持管理を行うことにより未然に火災を防ぎ、被害
を最小限に抑えましょう。

住宅用火災警報器の一例
（就寝する部屋が二階にあれば、
　　　　　　階段部分にも煙感知式の設置が義務付けされています）

住宅用スプリンクラ―設備の一例

天井取付け型天井取付け型壁掛け型天井取付け型

煙感知式
煙を感知すると知らせるもの

熱感知式
熱を感知すると
知らせるもの

連動型警報器
1 台の警報器が火災を
感知すると接続された
警報器が知らせるもの

熱感知式のものは設置義務はありません。
設置する場合は比較的多く火を使用する台所などに適しています。

　住宅用火災警報器に、住宅用スプリンクラー設備や消火器・エアゾール式
簡易消火具を備えておくとさらに安心です。

消火器・エアゾール式簡易消火具の一例

9

通

方

1

仕

番

報

1

の

＃

　 １ １ ９
番 通 報 は
す べ て 消
防 本 部 通
信 指 令 セ

ンターにつながります。
（栃木市消防です。火事ですか？
救急ですか？）
☆『火事です』『救急です』

（住所・場所を教えてください。
近くに目標となるものがありま
すか？）
☆『栃木市○○町○○番地です。
近くに○○商店があります。』
　 場 所 が わ か れ ば あ な た の
１１９番通報中に消防車や救急
車は出動します。大切な財産・
尊い命を守るため、大切なこと
は通報しているあなたが冷静に
なることが絶対条件です。あせ
らずに落ち着いて状況を知らせ
てください。

「消すまでは　こころの警報　
ＯＮのまま」
市消防本部通信指令課☎ 22 ‐
0119（音声ガイダンス後６番）

悪質な訪問販売には
　　　　　注意してください！

消防本部　予防課
☎ 22 ‐ 0119（代）
市消防本部
　　　ホームページへ

市
町
村
税
徴
収

          

強
化
月
間
２
０
１
３
夏

~

あ
な
た
の
税
が

　
　
　
　

未
来
を
拓
く~

◎
県
下
一
斉
の
取
組　

納
税
の

公
平
と
税
収
の
確
保
を
図
る
た

め
、
７
月
～
８
月
を
「
市
町
村

税
徴
収
強
化
月
間
２
０
１
３

夏
」
と
し
て
、
県
と
の
協
働
に

よ
り
、
県
下
一
斉
に
徴
収
の
強

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
納
期
内
に
納
付　

市
税
の
滞

納
は
税
金
を
き
ち
ん
と
納
め
て

い
る
大
多
数
の
皆
さ
ん
と
の
公

平
性
を
欠
き
、
督
促
状
の
送
付

な
ど
の
経
費
に
余
分
な
税
金
を

使
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
市
で

は
収
入
や
財
産
が
あ
り
な
が
ら

市
税
を
納
付
し
な
い
滞
納
者
に

対
し
て
の
滞
納
処
分
（
差
押
え

な
ど
）を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

滞
納
処
分
を
受
け
な
い
よ
う
、

納
期
内
で
の
自
主
的
な
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
滞
納
解
消
へ
向
け
た
取
組

市
は
滞
納
解
消
へ
向
け
、
次
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
納
税
相
談　

市
税
な
ど
を
納

期
限
ま
で
に
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
方
の
相
談
。

○
納
税
催
告　

納
期
限
を
過
ぎ

て
も
納
付
の
な
い
方
に
対
し
、

催
告
書
の
送
付
、
電
話
催
告
、

自
宅
訪
問
、
勤
務
先
訪
問
。

○
財
産
調
査
（
法
律
に
基
づ
き
、

滞
納
者
に
事
前
に
了
承
を
得
ず

に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
）
滞

納
者
の
財
産
に
つ
い
て
官
公
署
・

金
融
機
関
・
生
命
保
険
会
社
・

送付されるもの 対象者 内　容 送付時期

納税（入）
通知書

普通徴収（納付
書・口座振替）
で納める方
※ 10 月から特
別徴収（年金か
ら引落とし）が
始まる方を含む

・年間の保険税
（料）額
・期別の保険税
（料）額 ７月 12 日（金）

特別徴収開始
通知書

特別徴収（年金
から引落とし）
で納める方
※既に特別徴収
になっている方
と 10 月から特
別徴収が始まる
方

・年間の保険税
（料）額
・年金支払月別
の保険税（料）
額
・来年度４・６・
８月の保険税

（料）額

９月 30 日（月）

変更納税（入）
通知書

7 月以降に国民
健康保険に加入
する方、65歳（介
護保険）または
75 歳（後期高
齢者医療保険）
をむかえる方

・加入月（誕生
月）から年度末

（３月）までの
月割りの保険税

（料）額
・期別の保険税
（料）額

概ね加入月（誕
生月）の翌月

口
座
振
替
の
ご
利
用
を
！

◇
受
付
窓
口　

市
役
所
、
各
総

合
支
所
、
各
支
所
・
出
張
所
、

取
扱
金
融
機
関

◇
用
意
す
る
も
の　

取
引
金
融

機
関
の
通
帳
、
通
帳
届
出
印

◇
利
用
で
き
る
金
融
機
関　

市

内
の
金
融
機
関
の
本
・
支
店
と

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
お
よ
び
佐
野
信

用
金
庫

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
ご
利
用
の

方
は
、
最
寄
り
の
郵
便
局
へ
直

接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
日
の
翌
月
末
以
降
の
納

期
か
ら
振
替
を
開
始
し
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
を
口
座
振

替
利
用
の
方
で
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
に
変
更
に
な
っ
た
方

は
、改
め
て
申
込
が
必
要
で
す
。

 

収 

税 

課 

☎
21
‐
２
１
３
２

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
売

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　

相
談
会

　

求
職
者
の
個
々
人
の
経
歴
や

能
力
、
興
味
か
ら
、
最
適
な
職

業
の
発
見
や
個
人
の
キ
ャ
リ
ア

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　

な
ん
で
も
相
談

 

♥
愛
の
献
血
に
ご
協
力
を

　

７
月
31
日
（
金
）
９
時

30
分
～
16
時
（
12
時
～
13

時
除
く
）、
市
役
所
本
庁

舎
で
献
血
を
行
い
ま
す
。

※
献
血
手
帳
、
献
血
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

 

健
康
増
進
課 

☎
25
‐
３
５
１
１

　

休
止
さ
れ
て
い
た
渡
良

瀬
の
里
館
内
食
堂
が
、
５

月
17
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
食
堂
の
み
の
ご

利
用
も
大
歓
迎
で
す
。

渡
良
瀬
の
里

　
　
　

☎
62
‐
１
６
３
５

食
堂
オ
ー
プ
ン

渡
良
瀬
の
里

　
　
　

開
館
時
間
延
長

　

４
月
か
ら
開
館
時
間
を

延
長
し
て
い
ま
す
。

▽
土
曜
日

　
　
　

９
時
30
分
～
20
時

▽
そ
の
他
の
曜
日

　
　
　

９
時
30
分
～
17
時

　国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の納
税（入）通知書等が下表の通り送付されます。
○７月 31 日は、普通徴収（納付書・口座振替での納付）第
１期の納期限ですので納付をお願いします。
○年度途中で 75 歳をむかえ国民健康保険から後期高齢者医
療保険に移った方は、４月から誕生月の前月分までを国民健
康保険税として、それ以後を後期高齢者医療保険料として納
めます。納期の関係から同じ時期に両方を納めていただくこ
とがありますが、保険税（料）が重複しているわけではあり
ません。
○特別徴収（年金からの引落とし）の方は、口座振替に変更
できます。（介護保険料は除く）希望される方は、振替口座の
通帳と通帳の届出印をお持ちのうえ、下記で手続きください。

◆手続き・問合先
 市民税課 ☎ 21 ‐ 2123
 税 務 課 ☎ 43 ‐ 9208
 税 務 課 ☎ 62 ‐ 0902

 税 務 課 ☎ 29 ‐ 1101
　  地域まちづくり課

☎ 92 ‐ 0304

保険税（料）の納税（入）通知書が送付されます 勤
務
先
な
ど
に
対
し
て
調
査
。

○
滞
納
処
分　

預
貯
金
や
生
命

保
険
、
給
与
の
ほ
か
自
動
車
・

不
動
産
な
ど
へ
滞
納
処
分
（
差

押
え
）。
滞
納
処
分
後
も
納
付

し
な
い
場
合
、
滞
納
処
分
財
産

の
公
売
・
取
立
。

 

収
税
課       

☎
21
‐
２
１
３
１

　

市
税
の
収
入
確
保
と
納
税
の

公
平
性
を
図
る
た
め
、
ヤ
フ
ー

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
で
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

◆
参
加
申
込
期
間　

７
月
５
日

（
金
）
13
時
～
19
日
（
金
）
23
時

◆
入
札
期
間
（
せ
り
売
り
）
７

月
26
日（
金
）13
時
～
28
日（
日
）

23
時

◆
下
見
会
開
催
日　

７
月
12
日

（
金
）
10
時
～
16
時

◆
場
所　

市
役
所
本
庁
玄
関

ホ
ー
ル

◆
そ
の
他　

詳
細
は
左
記
へ
。

　

な
お
、
公
売
は
納
付
の
状
況

等
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

 

収 

税 

課 

☎
21
‐
２
１
３
１

　

腰
痛
・
肩
こ
り
・
メ
タ
ボ
・

高
血
圧
・
生
活
習
慣
病
等
で
お

悩
み
の
方
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク

タ
ー
が
な
ん
で
も
相
談
に
の
り

ま
す
。

毎
月
第
３
日
曜
日
13
時
30
分
～

◆
場
所　

渡
良
瀬
の
里
会
議
室

◆
定
員　

８
人
（
先
着
順
／
要

予
約
）

◆
料
金　

５
０
０
円
／
回
（
入

館
料
込
み
）

渡
良
瀬
の
里  

☎
62
‐
１
６
３
５

の
方
向
性
を
明
確
に
す
る
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

○
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

○
適
職
診
断
○
就
職
相
談
等

◆
日
時　

８
月
９
日
（
金
）
13

時
～
16
時

◆
場
所　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
（
今
泉
町
1
丁
目
）

◆
対
象　

市
内
在
住
の
方

◆
定
員　

13
時
～
、
14
時
～
、

15
時
～
各
１
人
計
３
人
（
先
着

申
込
順
）

◆
申
込
み　

８
月
２
日
（
金
）

ま
で

 

商
工
観
光
課 

☎
21
‐
２
５
０
４
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市消費生活基本計画策定に係るアンケート調査
　栃木市消費生活条例第 8 条に基づき、市消費生活基
本計画を策定するに当たり、市民の皆さんの消費生活に
関する意識や実態を把握し、施策に反映させることを目
的に、昨年 11 月に年代別に無作為に抽出した 5,000 人
を対象に調査を行いました。
　その結果の一部をお知らせします。

対象者（人） 回収数（人） 回収率（％）
5,000 1,666 33.3

調査結果より　消費者行政の市民満足度と栃木市消費生
活センター認知度（仕事の内容）
　消費者行政の市民満足度は、満足している方が 20.6%
で、平成 23 年度県民満足度調査の 33.5% を下回って
います。市総合計画では目標値を 50.0% としていま
す。また、市消費生活センター（仕事の内容）認知度は
45％と低い値です。
　この結果は、策定予定の ｢栃木市消費生活基本計画｣
の取り組みに十分反映していきます。ご協力ありがとう
ございました。

※調査結果の詳細は、市ホームページで公表しています。
ご覧ください。　　　　　　  市民生活課☎ 21-2145

◎蔵タク
利用登録者数（人）

平成 25 年 3 月末現在 11,851
1 日平均利用者数（人 / 日）

平成 25 年 1 ～ 3 月平均 235.1
◎ふれあいバス

                項　目

路線名

1 日平均
利用者数
（人 / 日）

平均乗車
密度※

平成 25 年
1 ～ 3 月

実績値
平成 25 年

1 ～ 3 月平均
寺尾線 116.1 1.2
市街地循環線 49.2 1.1
市街地北部循環線 78.5 2.1
部屋線 104.8 1.6
真名子線 43.8 0.9
金崎線 18.1 0.5
大宮国府線 12.0 0.3
皆川樋ノ口線 30.0 0.5
藤岡線 33.7 0.5

※
平
均
乗
車
密
度
：
始
点
か
ら
終
点
ま
で
平
均
し
て
常
時

バ
ス
に
乗
っ
て
い
る
人
数
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
通
勤
・

通
学
・
通
院
・
買
い
物
な
ど

の
日
常
生
活
の
足
を
確
保
す

試
行
運
行
実
施
状
況

る
と
と
も
に
、
新
生
栃
木
市

の
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、「
蔵
タ
ク
」

及
び
「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」
の

試
行
運
行
を
実
施
中
で
す
。

１
～
３
月
分
の
利
用
実
績
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

蔵
タ
ク
及
び
ふ
れ
あ
い
バ

ス
は
、
平
成
25
年
度
末
ま
で

の
試
行
運
行
期
間
中
に
、
利

用
状
況
や
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
・
ご
要
望
を
踏
ま
え

て
運
行
内
容
の
見
直
し
・
改

善
を
行
い
ま
す
。

　

特
に
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
に

つ
い
て
は
、
平
均
乗
車
密
度

が
常
時
１
・
０
を
下
回
る
場

合
は
、
廃
止
も
含
め
て
見
直

し
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
日
常
生
活
や
市

内
散
策
の
足
と
し
て
、
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

交
通
防
犯
課 

　
　
　
　
　

☎
21
‐
２
１
７
０

巴
波
川
一
斉
清
掃
に
協
力
を

◆
日
時　

７
月
28
日
（
日
）　

７
時
～
８
時

◆
場
所　

蟹
田
橋
（
大
町
）
～

Ｊ
Ｒ
両
毛
線
高
架
橋

◆
主
催　

河
川
愛
護
会
、
自
治

会
連
合
会
、
地
域
ク
リ
ー
ン
推

進
員
連
合
会

◆
協
力
団
体　

栃
木
市
建
設
業

協
同
組
合

◆
問
合
先　

栃
木
市
河
川
愛
護

会
事
務
局
（

 

河
川
緑
地
課

内
）
☎
21
‐
２
２
４
６

「
ク
リ
ー
ン
大
平
」
の
実
施

　

７
月
～
８
月
に
、
大
平
地
域

各
地
で
「
ク
リ
ー
ン
大
平
」（
道

路
・
空
き
地
及
び
公
園
等
の
清

掃
並
び
に
草
取
り
等
）
を
実
施

し
ま
す
。
積
極
的
な
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は

自
治
会
長
及
び
ク
リ
ー
ン
推
進

員
の
指
示
の
も
と
安
全
第
一
で

実
施
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐
９
２
１
１

文
化
財
現
地
調
査
を
実
施

　

市
内
全
域
の
城
跡
及
び
栃
木

地
域
の
石
碑
類
に
つ
い
て
、
調

査
員
（
調
査
員
証
携
帯
）
に
よ

り
所
在
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

私
有
地
に
立
入
る
場
合
も
あ

り
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
時　

７
月
１
日
（
月
）
～

７
月
は
河
川
愛
護
月
間

　

河
川
は
、
私
た
ち
の
大
き
な

財
産
で
あ
り
、
地
域
社
会
に
憩

い
と
潤
い
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。
地
元
自
治
会
を
は
じ
め
、

多
く
の
み
な
さ
ん
が
草
刈
り
や

清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
る
一
方

で
、
依
然
と
し
て
ご
み
の
不
法

投
棄
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

川
の
環
境
を
守
り
、
美
し
い

せ
せ
ら
ぎ
を
い
つ
ま
で
も
残
せ
る

よ
う
、
河
川
の
美
化
と
愛
護
に

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

河
川
緑
地
課 

☎
21
‐
２
２
４
６

 

都
市
整
備
課 

☎
43
‐９
２
１
４

 

都
市
建
設
課 

☎
62
‐０
９
０
８

 

都
市
建
設
課 

☎
29
‐１
１
０
５

 

産
業
建
設
課 

☎
92
‐０
３
１
４

東
日
本
大
震
災
お
見
舞
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

対
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、

心
温
ま
る
義
援
金
が
寄
せ
ら

れ
、
４
月
30
日
現
在
、
総
額
は

８
５
，
７
８
９
，
７
１
２
円
に

な
り
ま
し
た
。
日
本
赤
十
字
社

を
通
じ
て
被
災
地
に
送
り
ま
す
。

　

募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
方
々
は
、次
の
通
り
で
す
。

名
前
の
分
か
る
方
の
み
記
載
し

ま
す
。　
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　

石
川　

猛
／
栃
木
幼
稚
園
父

母
会

 

社
会
福
祉
課 

☎
21
‐２
５
０
３

ア
ダ
プ
ト
制
度
に

　

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

ア
ダ
プ
ト
制
度
は
、
個
人
や

団
体
、
企
業
等
の
グ
ル
ー
プ
が

道
路
・
河
川
・
公
園
の
公
共
施

設
で
清
掃
や
美
化
等
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
市
民
参
加

の
制
度
で
す
。

　

市
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の

加
入
や
清
掃
用
具
等
の
貸
出
等

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

き
れ
い
で
住
み
よ
い
街
づ
く

り
の
た
め
に
、
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

～
ア
ダ
プ
ト
制
度
の
流
れ
～

①
市
へ
問
い
合
わ
せ
を
す
る

②
市
と
協
議
を
し
て
活
動
区
域

を
設
定
し
、
届
出
書
を
提
出

③
市
と
合
意
書
を
取
り
交
わ
す

④
市
と
協
議
し
な
が
ら
清
掃
活

動
を
行
う

 

道
路
課 　

   

☎
21
‐２
６
３
８

 

河
川
緑
地
課 

☎
21
‐２
５
５
９

３
月
31
日
（
月
）

◆
場
所　

市
内
全
域

◆
対
象　

城
跡
・
石
碑
類

 

文
化
課       

☎
20
‐
１
０
８
９

小･

中
学
校
へ「
本
寄
贈
」

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

４
月
23
日
、
朗
読
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
な
み
ず
き
（
高
久
文

江
代
表
）
様
よ
り
、市
内
の
小
・

中
学
校
40
校
に
「
ア
ニ
メ
路
傍

の
石
」の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
会
が
今
年
度
「
山
本
有
三

先
生
の
精
神
で
い
じ
め
０
（
ゼ

ロ
）
を
目
指
し
て
活
動
す
る
に

あ
た
り
、
山
本
有
三
先
生
の
考

え
を
子
ど
も
た
ち
に
も
広
く

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
協
賛

金
や
イ
ベ
ン
ト
バ
ザ
ー
の
益
金

等
で
本
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

各
学
校
で
児
童
生
徒
に
紹
介

し
た
後
、
本
の
貸
し
出
し
等
で

山
本
有
三
先
生
の
考
え
を
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

学
校
教
育
課 

☎
21
‐２
７
０
８

　

７
月
21
日
（
日
）
は
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
で
す
。

◆
投
票
時
間

　

７
時
か
ら
20
時
ま
で
。

　

た
だ
し
栃
木
第
28
投
票
区
投

票
所
・
出
流
町
公
民
館
・
藤
岡

第
７
投
票
区
投
票
所
・
北
川
辺

ス
ポ
ー
ツ
遊
学
館
及
び
西
方
第

７
投
票
区
投
票
所
・
真
上
集
落

セ
ン
タ
ー
は
18
時
ま
で
。

　

投
票
日
当
日
、
用
事
等
で
投

票
所
に
い
け
な
い
方
は
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

◆
期
日
前
投
票
場
所
及
び
日
時

　

栃
木
市
役
所
及
び
各
総
合
支

所
７
月
５
日
（
金
）
か
ら
20
日

（
土
）
８
時
30
分
か
ら
20
時
。　

大
宮
・
皆
川
・
吹
上
・
寺
尾
・

国
府
の
公
民
館
７
月
５
日（
金
）

か
ら
19
日
（
金
）
土
曜
日
・
日

曜
日
・
祝
日
を
除
く
８
時
30
分

か
ら
17
時
。

※
県
の
指
定
し
た
病
院
等
に
入

院
中
の
方
は
、
そ
の
施
設
で
投

票
で
き
ま
す
。

◆
投
票
で
き
る
人

▽
年
齢　

平
成
５
年
７
月
22
日

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
お
知
ら
せ

ま
で
に
出
生
し
た
人

▽
住
所　

平
成
25
年
４
月
３
日

ま
で
に
市
に
住
民
登
録
し
た
人

◆
投
票
所
入
場
券
は

　

各
世
帯
あ
て
郵
送
し
ま
す
。

投
票
所
入
場
券
は
、
４
名
連
記

式
に
な
っ
て
い
ま
す
。
開
い
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
も
し
、
紛

失
し
た
場
合
や
届
か
な
か
っ
た

場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
れ
ば
、
投
票
で
き

ま
す
。

◆
代
理
投
票
・
点
字
投
票

　

身
体
の
障
が
い
に
よ
り
、
投

票
用
紙
を
書
く
こ
と
が
で
き
な

い
方
は
投
票
所
の
係
員
が
代
筆

し
ま
す
。
ま
た
、
目
の
不
自
由

な
方
は
、
点
字
投
票
を
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

◆
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
は

　

身
体
障
害
者
手
帳
等
を
交
付

さ
れ
て
い
る
方
、
介
護
保
険
被

保
険
者
の
方
で
、
投
票
所
へ
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
自

宅
で
郵
便
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

前
記
の
対
象
者
で
、
上
肢
・

視
覚
の
障
が
い
程
度
が
１
級
の

方
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
選
挙
管

理
委
員
会
の
委
員
長
に
届
け
出

た
方
（
選
挙
権
を
有
す
る
者
）

を
代
理
人
と
し
て
投
票
に
関
す

る
記
載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

な
お
、
郵
便
投
票
の
請
求

は
、
７
月
17
日
（
水
）
ま
で
で

す
。
手
帳
の
等
級
な
ど
に
よ
っ

て
は
、
郵
便
投
票
が
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
市
選

挙
管
理
委
員
会
に
早
め
に
相
談

く
だ
さ
い
。

◆
選
挙
公
報
は

　

配
布
時
期
の
ば
ら
つ
き
を
な

く
す
た
め
、
市
内
一
斉
に
新
聞

（
朝
刊
）
に
折
り
込
ん
で
配
布

し
ま
す
。
市
役
所
・
総
合
支
所
・

各
公
民
館
な
ど
市
の
施
設
に
も

備
え
ま
す
の
で
、
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
に
手
を

ふ
れ
な
い
よ
う
に

　

市
内
各
所
の
公
営
ポ
ス
タ
ー

掲
示
板
に
貼
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー

を
破
っ
た
り
、
汚
し
た
り
す
る

と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、破
れ
た
ポ
ス
タ
ー
や
、

こ
わ
れ
た
掲
示
板
を
見
つ
け
た

と
き
に
は
、
市
選
挙
管
理
委
員

会
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
開
票　

　

７
月
21
日
（
日
）
栃
木
市
総

合
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

◆
投
票
所
変
更
の
お
知
ら
せ

　

藤
岡
地
域
の
東
原
・
内
町
自

治
会
の
方
は
、
藤
岡
地
区
公
民

館
か
ら
藤
岡
総
合
支
所
に
、
仲

町
、羽
黒
、下
町
、新
町
、鹿
島
、

城
山
‐
１
、
城
南
、
城
山
‐
２
、

南
山
‐
１
、
南
山
‐
２
自
治
会

の
方
は
、
藤
岡
遊
水
池
会
館
に

投
票
所
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
21

‐
２
６
３
１

作
品
す
べ
て
が
初
公
開

「
新
収
蔵
品
展
」
開
催

　

５
月
４
日
か
ら
７
日
ま
で
の

４
日
間
、「
市
『
新
収
蔵
品
』
展
」

が
栃
木
文
化
会
館
展
示
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
外
の
方
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
喜
多
川
歌
麿
、
歌
川
広
重
ら

の
浮
世
絵
版
画
や
飯
塚
小
玕
斎

の
竹
工
芸
品
、
市
が
収
集
し
た

市
ゆ
か
り
の
作
家
の
作
品
な
ど

36
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

会
期
中
１
，
１
９
２
人
の
方

が
会
場
を
訪
れ
、
美
術
鑑
賞
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

 

文
化
課  

☎
20
‐
１
０
８
９

栃
木
中
央
小
学
校
に

災
害
用
井
戸
を
寄
贈

　

栃
木
市
公
認
管
工
事
業
協
同

組
合
様
の
創
立
40
周
年
記
念
と

し
て
、
栃
木
中
央
小
学
校
に
災

害
用
井
戸
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

＝
写
真
。

　

寄
贈
さ
れ
た
災
害
用
井
戸

は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
停
止
に

よ
る
断
水
時
で
も
、
井
戸
水
を

利
用
で
き
る
手
押
し
式
の
ポ
ン

プ
井
戸
で
、
日
ご
ろ
か
ら
使
用

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

今
後
、
市
で
は
、
災
害
用
井

戸
の
維
持
管
理
を
行
い
、
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

危
機
管
理
課 

☎
21
‐
２
７
０
３
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相　　　談 日　時 場所／問合先

○弁護士相談（事前に要予約）

７/12（金）26（金）
10:00 ～ 12:00

本庁舎／ 本 市民生活課　
☎ 21‐2144

７/18（木）
10:00 ～ 12:00

大平隣保館
☎ 43‐6611・0120‐46‐7830

８/19（月）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／ 藤 生活環境課
☎ 62 ‐ 0903

○総合相談（行政・人権・家庭児童・青少年） ７/12（金）26（金）
10:00 ～ 12:00 本庁舎／ 本 市民生活課　

☎ 21‐2144〇宅地建物相談（土地・建物の売買や賃貸借、
所有と管理に関する相談）

７/12（金）
10:00 ～ 12:00

○合同相談（行政・人権・心配・困りごと）

７/ ９（火）
9:30 ～ 11:30

ふるさとふれあい館／ 大  生活環境課　　
☎ 43‐9211

７/18（木）
13:00 ～ 15:00

西方保健センター / 西 生活環境課
☎ 92‐0308

７/23（火）
９:30 ～ 11:30

老人憩いの家／ 都 生活環境課
☎ 29‐1102

○市民相談（日常生活の問題など） 月～金曜日
9:00 ～ 17:00

本庁舎／ 本 市民生活課　　　　
☎ 21‐2144

○消費生活相談 月～金曜日
9:00 ～ 16:00

市民会館／消費生活センター
☎ 23‐8899

○年金相談 ７/ ９（火）
10:00 ～ 12:00

大平隣保館
☎ 43‐6611　0120‐46‐7830

○外国人相談 ７/27（土）
20:00 ～ 22:00

大平隣保館
☎ 43‐6611　0120‐46‐7830

○行政相談 ７/ ９（火）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／ 藤 生活環境課　　　　　
☎ 62‐0903

○人権相談

月～金曜日
8:30 ～ 17:15

大平隣保館☎ 43‐6611・0120‐46‐7830
厚生センター☎ 24‐2444
市民会館 /人権・男女共同参画課☎ 24‐0351

８/ ７（水）
10:00 ～ 12:00

部屋地区公民館／人権・男女共同参画課
☎ 24‐0351

○いじめ相談電話（土 ･ 日 ･ 祝日 ･ 時間外は
留守番電話・FAX）

月～金曜日
9:00 ～ 17:00

市民会館／青少年育成センター　 
☎ 24‐0667　FAX23‐6566

○青少年相談（非行問題・不登校など）　 月～金曜日
9:00 ～ 17:00

市民会館／青少年育成センター
☎・FAX23‐6566

○家庭児童相談
　（0 ～ 17 歳の子どもとその家族）

月～金曜日
９:00 ～ 16:00

福祉庁舎／家庭児童相談室
☎ 21‐2514

○ドメスティック・バイオレンス相談
　（配偶者等からの暴力）

月～金曜日
９:00 ～ 16:00

福祉庁舎／ 本こども課
☎ 21‐2513

○就労支援相談（事前に要予約）
（35 歳以下の就労相談）

毎週月曜日（祝日を除く）

13:00 ～ 21:00
栃木勤労青少年ホーム／栃木勤労青少
年ホーム　☎ 22‐3113

本＝本庁
大＝大平総合支所
藤＝藤岡総合支所

都＝都賀総合支所
西＝西方総合支所相談業務のご案内

ご相談はお気軽にどうぞ　相談は無料で、秘密は厳守します。
住所が市内の方であれば、どこの窓口でも相談できます。

　

ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
は
電
話

機
能
が
付
い
た

超
小
型
パ
ソ
コ

ン
で
す
。
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て

は
、
携
帯
電
話
は
電
話
会
社

に
よ
っ
て
安
全
性
が
確
保
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
は
、
直
接
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
こ

と
や
様
々
な
ア
プ
リ
の
イ
ン

ス
ト
ー
ル
、
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド

な
ど
で
ウ
ィ
ル
ス
感
染
や

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
な
ど
の

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
と

同
様
に
ウ
ィ
ル
ス
対
策
ソ
フ

ト
の
導
入
が
必
要
で
す
。

★
個
人
情
報
流
出
に
気
を
つ

け
て

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
は
個

人
情
報
が
満
載
で
す
。
日
ご

ろ
か
ら
画
面
ロ
ッ
ク
し
、
紛

失
に
気
を
つ
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
際
に
、
利
用
者

情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い

   

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

        

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
は
大
丈
夫
？

て
「
同
意
」
を
求
め
ら
れ
ま

す
が
、
内
容
を
よ
く
確
認
せ

ず
「
同
意
」
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。「
同
意
」
す

る
と
、
ア
プ
リ
の
提
供
者
は

利
用
者
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し

て
個
人
情
報
を
収
集
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
際
し
、

ア
プ
リ
に
無
関
係
な
メ
ー
ル

や
位
置
情
報
、
端
末
情
報
ま

で
説
明
な
く
「
同
意
」
を
求

め
る
も
の
は
問
題
と
考
え
た

ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

▽
問
合
先　

市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
市
民
会
館
／
日
ノ

出
町 

☎
23
‐
８
８
９
９
）

～あなたの声で～

とちぎ市民討議会 2013 開催
　「とちぎ市民討議会 2013」を７月 28 日（日）に開催
します。
　とちぎ市民討議会は、住民参画の先進地であるドイツ
のシステムを参考にしたもので、無作為抽出で選ばれた
市民の方が、まちづくりの課題等について議論し、その
結果を市長に提言するという取組みです。これまで行政
に声を届ける機会の少なかった市民の参加を促し、声な
き声を集約する効果があります。
　本市と一般社団法人
栃木青年会議所との共
催で行うこの事業は、
今回で６回目の開催と
なります。
　今回のテーマは「地
域公共交通の利用促進
について」です（写真
は、試行運行中の「ふれあいバス」）。
　観覧ご希望の方は当日会場にお越しください。
　　　　　　　　　とちぎ市民討議会 2013 実行委員会

（  秘書広報課）☎ 21 ‐ 2224

YOU・YOU・VOICE

　

平
成
25
年
度
市
民
活
動
推
進
事
業

追
加
募
集

　

平
成
25
年
度
事
業
の
追
加
募

集
を
行
い
ま
す
。

★
補
助
の
対
象
と
な
る
団
体

　

主
に
市
内
で
活
動
を
行
う
３

人
以
上
の
非
営
利
活
動
団
体

（
市
民
活
動
団
体
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
育
成
会
な

ど
）

★
補
助
の
対
象
と
な
る
事
業

　

自
ら
の
企
画
提
案
に
よ
る
も

の
で
、
原
則
と
し
て
新
た
に
実

施
す
る
公
益
的
な
事
業

※
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
又
は

営
利
を
目
的
と
す
る
事
業
は
対

象
外
。

補助の種類 補助の内容
〈スタートアップ補助〉（Ａコース）
　新規事業もしくは新規事業を起こ
すための準備又は新規の地域コミュ
ニティ活動

○補助割合　　補助対象経費の 10/10 以内
○補助限度額　５万円まで
○補助期間　　１年

〈ステップアップ補助〉（Ｂコース）
　既存団体の新規事業又は既存事業
の充実もしくは拡大

○補助割合　　補助対象経費の 3/4 以内
○補助限度額　10 万円まで
○補助期間　　Ａ～Ｃ通算で継続最長５年

※Ｂコースは、３年目以降、補助割合を２分の１以内とします。

※
今
回
は
、
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ

補
助
（
Ｃ
コ
ー
ス
）、
ま
ち
づ

く
り
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
補
助
（
Ｄ

コ
ー
ス
）
の
追
加
募
集
は
行
い

ま
せ
ん
。

★
補
助
対
象
実
施
期
間　

10
月

１
日
～
平
成
26
年
３
月
31
日

★
審
査
方
法　

書
類
審
査

★
申
込
方
法　

６
月
20
日（
木
）

～
７
月
19
日
（
金
）
の
期
間
中

に
、
応
募
用
紙
（
本
庁
、
各
総

合
支
所
地
域
ま
ち
づ
く
り
課
に

あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）
を
本
庁
地
域
ま
ち
づ
く
り

課
、
各
総
合
支
所
地
域
ま
ち
づ

く
り
課
に
直
接
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

　

詳
細
は
、
左
記
へ
。

 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課 

                  

☎
21
‐
２
２
４
９

  

市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
　

選
定
委
員
の
募
集

　

広
く
市
民
に
愛
さ
れ
る
、
栃

木
市
に
相
応
し
い
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
今
年
度
選
定

し
ま
す
。

　

公
募
予
定
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
選

定
す
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
公
募
委
員
数　

２
人
（
抽
選

で
決
定
）

◆
応
募
資
格　

①
市
内
に
在

住
・
在
学
・
在
勤
す
る
15
歳
以

上
20
歳
未
満
の
若
者
②
栃
木
市

を
代
表
す
る
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
選
考
に
意
欲
を
持

ち
、
会
議
に
参
加
で
き
る
方

◆
会
議　

８
月
、
11
月
、
12
月

に
計
４
回
程
度
開
催
予
定

◆
応
募
・
問
合
先　

７
月
22
日

（
月
）
ま
で
に
、応
募
用
紙
（
秘

書
広
報
課
窓
口
か
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、直
接
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー

ル
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、

 
秘

書
広
報
課
☎
21
‐
２
２
２
５
／

Ｆ
Ａ
Ｘ
24
‐
８
６
８
６
／
メ
ー
ル

tochigi@
city.tochigi.lg.jp

　

厚
生
セ
ン
タ
ー
地
域
交
流　

　

研
修
会
（
バ
ス
視
察
研
修
）

　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

※
デ
ザ
イ
ン
の
公
募
は
10
月
ご

ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時　

７
月
30
日
（
火
）
８

時
30
分
～
17
時

◆
場
所　

越
谷
市
障
が
い
者
就

労
訓
練
施
設
「
し
ら
こ
ば
と
」、

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

◆
対
象　

市
民
10
人（
先
着
順
）

◆
参
加
費　

１
，２
０
０
円（
当

日
集
金
）

◆
申
込
み　

７
月
１
日
（
月
）

～
12
日
（
金
）
人
権
・
男
女
共

同
参
画
課
（
厚
生
セ
ン
タ
ー
）

☎
24
‐
２
４
４
４

広
報
と
ち
ぎ
広
告
・
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告
募
集

　

広
告
に
若
干
の
空
き
が
ご
ざ

い
ま
す
。
企
業
の
Ｐ
Ｒ
に
利
用

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

☆
広
報
と
ち
ぎ
有
料
広
告

◆
発
行
部
数　

約
４
７
，
５
０
０

部
（
月
１
回
発
行
／
Ａ
３
判
）

◆
場
所
と
料
金
（
１
か
月
当
た

り
）
○
カ
ラ
ー
広
告
（
ペ
ー
ジ

下
２
段
の
２
分
の
１
枠
）
裏

表
紙
８
万
円
／
枠
、
表
紙
裏

７
万
円
／
枠　
（
カ
ラ
ー
広

告　

共
通
サ
イ
ズ
）（
約
）
横

１
３
５
㍉
×
縦
94
㍉
○
白
黒
広

告
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
等

の
最
下
１
段
の
３
分
の
１
枠
）

１
万
８
千
円　
（
サ
イ
ズ
）（
約
）

横
89
㍉
×
縦
45
㍉

☆
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告

◆
掲
載
規
格
と
料
金
（
１
か
月

当
た
り
）
○
サ
イ
ズ　

天
地
×

左
右
50
×
１
７
０
ピ
ク
セ
ル
○

容
量　

８
Ｋ
Ｂ
以
内
○
形
式

Ｇ
Ｉ
Ｆ
、
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
、
Ｐ
Ｎ
Ｇ

○
掲
載
料　

１
万
５
千
円

※
詳
細
は
左
記
へ

 
 

秘
書
広
報
課
☎
21
‐２
２
２
６
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○
城
内
南
市
営
住
宅

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
城
内
南
第
２
市
営
住
宅

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
本
町
市
営
住
宅　
　
　
　
　

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
大
宮
市
営
住
宅

　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸

◆
申
込
期
間　

７
月
５
日（
金
）

～
11
日
（
木
）
8
時
30
分
～
17

時
※
土
・
日
曜
日
を
除
く

◆
入
居
日　

８
月
１
日
（
木
）

※
入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細

は
左
記
へ
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
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市
営
住
宅
募
集
情
報

　

ぶ
ど
う
袋
か
け
＆

　

収
穫
体
験
参
加
者
募
集

子
ど
も
の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

市
職
員
募
集

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

　
　

整
備
事
業
者
を
募
集

　

平
成
26
年
度
に
施
設
整
備
を

行
う
広
域
型
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
・
地
域
密
着
型
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
事
業
者

を
募
集
し
ま
す
。

◆
整
備
予
定
施
設
等　
　

①
広
域
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム　

１
施
設
（
定
員
50
人
・　

ユ
ニ
ッ
ト
型
）、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
ィ
居
室
（
１
ユ
ニ
ッ
ト
）
を

併
設

整
備
予
定
地
域
…
栃
木
市
内
全

域②
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム　

１
施
設（
定
員
29
人
・

ユ
ニ
ッ
ト
型
）

　

平
成
26
年
度
採
用
予
定
の
市

職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

◆
募
集
職
種
と
受
験
資
格
等

　

そ
れ
ぞ
れ
、
す
べ
て
の
要
件

を
満
た
す
方

◎
一
般
事
務
（
18
人
程
度
）

・
昭
和
59
年
４
月
２
日
～
平
成

８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

◎
保
育
士
（
幼
稚
園
教
諭
）（
５

人
）

・
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方

又
は
平
成
26
年
３
月
末
日
ま
で

に
資
格
を
取
得
す
る
見
込
み
の

方・
幼
稚
園
教
諭
の
免
許
を
有
す

る
方
又
は
平
成
26
年
３
月
末
日

ま
で
に
免
許
を
取
得
す
る
見
込

み
の
方

・
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方

＊
勤
務
先
は
保
育
園
又
は
幼
稚

園
の
い
ず
れ
か
に
な
り
ま
す
。

◎
土
木
技
師
（
３
人
）

・
高
等
学
校
以
上
の
専
門
課
程

　

栃
木
の
名
物
、
大
平
ぶ
ど
う

団
地
の
ぶ
ど
う
を
食
べ
て
楽
し

む
だ
け
で
な
く
、
食
育
も
か
ね

て
一
緒
に
お
手
伝
い
し
て
み
ま

せ
ん
か
？　

ぶ
ど
う
の
お
土
産

は
も
ち
ろ
ん
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

ま
で
楽
し
め
ま
す
！

◆
日
時　

袋
か
け
７
月
６
日

（
土
）※
雨
天
の
場
合
７
日（
日
）

＆ 

収
穫
体
験
９
月
８
日
（
日
）

※
雨
天
決
行
）

◆
場
所　

ぶ
ど
う
団
地
内
（
大

平
町
西
山
田
周
辺
）　

◆
定
員　

90
人
（
先
着
順
）

◆
参
加
費　

大
人
２
，
３
０
０

円
（
ぶ
ど
う
３
房
付
）、
小
学

◆
対
象　

市
内
の
小
学
４
・
５
・

６
年
生

◆
テ
ー
マ　
『
作
っ
て
み
よ

う
！
野
菜
た
っ
ぷ
り
も
り
も
り

ご
は
ん
』

◆
内
容　

書
類
審
査
通
過
者
は

9
月
7
日
（
土
）
に
宇
都
宮
市

内
の
会
場
で
料
理
を
作
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※
必
ず
写
真
を
添
え
て
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
各
小
学
校
、

健
康
増
進
課
（
栃
木
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
／
今
泉
町
２
丁

目
）、
各
総
合
支
所
健
康
福
祉

課
に
あ
り
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

◆
申
込
・
問
合
先　

７
月
９
日

（
火
）
ま
で
に
左
記
へ
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康
増
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課 

☎
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健
康
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康
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☎
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０
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☎
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０
３
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健
康
福
祉
課 

☎
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‐０
３
１
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○
第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
）

試
験
日　

９
月
22
日
（
日
）

場
所　

都
賀
中
学
校
（
都
賀
町

家
中
）、
栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
２
丁
目
）

○
第
２
次
試
験
（
適
性
・
作
文
・

集
団
面
接
試
験
）

試
験
日　

10
月
中
旬
こ
ろ

場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
２
丁
目
）、
市

役
所
本
庁
舎
（
入
舟
町
）

○
第
３
次
試
験
（
個
別
面
接
試

験
）

試
験
日　

11
月
中
旬
こ
ろ

場
所　

市
役
所
本
庁
舎
（
入
舟

町
）

※
第
２
次
、
第
３
次
の
日
程
等

は
、
第
１
次
試
験
日
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

☆
市
職
員
募
集
（
身
体
障
が
い

者
対
象
）

　

平
成
26
年
度
採
用
予
定
の
身

体
障
が
い
者
を
対
象
と
す
る
市

職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

◆
募
集
職
種
と
受
験
資
格
等

◎
一
般
事
務
（
２
人
）

　

自
力
に
よ
り
通
勤
す
る
こ
と

が
で
き
、
か
つ
、
介
助
者
な
し

に
一
般
事
務
の
職
務
遂
行
が
可

能
な
方
で
、
次
の
す
べ
て
の
要

件
を
満
た
す
方

・
昭
和
49
年
４
月
２
日
～
平
成

８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
１

級
か
ら
６
級
ま
で
の
方

・
活
字
印
刷
文
（
文
字
の
大
き

さ
は
10
ポ
イ
ン
ト
程
度
）
に
よ

る
出
題
に
対
応
で
き
る
方

◆
試
験
日
等

○
第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
）

試
験
日　

９
月
22
日
（
日
）

場
所　

都
賀
中
学
校
（
都
賀
町

家
中
）、
栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
２
丁
目
）

○
第
２
次
試
験
（
適
性
・
作
文
・

個
別
面
接
試
験
）

試
験
日　

10
月
中
旬
こ
ろ

場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
２
丁
目
）、
市

役
所
本
庁
舎
（
入
舟
町
）

※
第
２
次
の
日
程
等
は
、
第
１

次
試
験
日
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

☆
共
通
事
項

◆
試
験
案
内　

７
月
１
日（
月
）

か
ら
本
庁
舎
玄
関
受
付
、
本
庁

職
員
課
、
各
総
合
支
所
地
域
ま

ち
づ
く
り
課
、
栃
木
地
域
内
各

公
民
館
、
市
内
各
出
張
所
・
図

書
館
・
文
化
会
館
で
試
験
案
内

を
配
布
（
身
体
障
が
い
者
対
象

試
験
は
、
福
祉
庁
舎
窓
口
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
栃
木
本
所
で

も
配
布
）。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
に
な
れ
、
採
用
試
験
申

込
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で

す
。

◆
申
込
期
間　

７
月
11
日（
木
）

～
26
日
（
金
）

◆
申
込
・
問
合
先

 

職
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平
成
26
年
度
採
用
予
定
の
市

消
防
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま

す
。

◆
募
集
職
種
と
受
験
資
格
等

◎
消
防
（
18
人
）

・
平
成
元
年
４
月
２
日
～
平
成

８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

・
採
用
後
、
栃
木
市
及
び
そ
の

周
辺
に
居
住
で
き
る
方

◆
試
験
日
等

整
備
予
定
地
域
…
…
栃
木
市
内

全
域

◆
応
募
資
格
（
広
域
型
・
地
域

密
着
型
と
も
）　

①
既
存
の
社
会
福
祉
法
人
で

あ
っ
て
主
た
る
事
務
所
が
栃
木

県
内
に
あ
る
者　

②
社
会
福
祉
法
人
を
設
立
し
よ

う
と
す
る
者
で
あ
っ
て
、
住
所

が
栃
木
県
内
に
あ
る
者

◆
募
集
要
項
配
布
期
間　

６
月

20
日（
木
）～
7
月
19
日（
金
）。

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
※

施
設
整
備
を
予
定
す
る
事
業
者

は
、平
成
25
年
7
月
19
日
（
金
）

ま
で
に
介
護
保
険
課
ま
で
連
絡

く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

栃
木
市
文
化
振
興
計
画
策
定

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
委
員

　
　
　

 （
公
募
委
員
）
募
集

　

本
市
の
文
化
芸
術
の
基
本
的

な
考
え
を
示
し
、
体
系
的
な
施

策
の
展
開
を
図
る
た
め
の
「
栃

木
市
文
化
振
興
計
画
」
を
策
定

す
る
に
あ
た
り
、
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
の
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

◆
定
員　

若
干
名
（
書
類
選
考

の
う
え
決
定
）

◆
任
期　

平
成
25
年
8
月
か
ら

平
成
26
年
3
月
（
予
定
）
※
８

月
上
旬
こ
ろ
か
ら
、
1
か
月
に

1
～
2
回
程
度
の
会
議
開
催

（
平
日
）
を
予
定

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　

   

委
員
募
集

◆
定
員  

５
人 

（
栃
木
地
域
、

大
平
地
域
、
藤
岡
地
域
、
都
賀

地
域
、
西
方
地
域
各
１
人
）

◆
任
期　

 
２
年 

◆
資
格　

市
内
に
在
住
し
、
選

挙
権
を
有
し
て
い
る
方
。
選
挙

に
関
心
を
も
ち
、
会
議
や
選
挙

時
の
街
頭
啓
発
な
ど
各
種
事
業

に
参
加
で
き
る
方
。

　

た
だ
し
、
次
の
方
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
。

・
現
に
公
職
に
あ
る
方
、
公
職

の
候
補
者
若
し
く
は
公
職
の
候

を
卒
業
し
た
方
又
は
卒
業
見
込

み
の
方

・
昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方

◎
建
築
技
師
（
２
人
）

・
高
等
学
校
以
上
の
専
門
課
程

を
卒
業
し
た
方
又
は
卒
業
見
込

み
の
方

・
一
級
建
築
士
の
資
格
を
有
す

る
方
又
は
採
用
後
一
級
建
築
士

の
受
験
資
格
取
得
後
５
年
程
度

（
高
等
学
校
卒
業
者
は
二
級
建

築
士
取
得
を
含
め
10
年
程
度
）

で
資
格
を
取
得
し
て
い
た
だ
け

る
方

・
昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方

◎
学
芸
員
（
歴
史
）（
１
人
）

・
学
芸
員
資
格
を
有
す
る
方

・
埋
蔵
文
化
財
調
査
（
発
掘
調

査
）
の
実
務
経
験
を
３
年
以
上

有
す
る
方

・
文
化
財
保
護
の
実
務
経
験
を

有
す
る
方
（
経
験
年
数
は
問
わ

な
い
）

・
昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方

◆
試
験
日
等

○
第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
）

試
験
日　

９
月
22
日
（
日
）

場
所　

都
賀
中
学
校
（
都
賀
町

家
中
）、
栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
２
丁
目
）

○
第
２
次
試
験（
面
接
試
験
等
）

※
第
２
次
の
日
程
等
は
、
第
１

次
試
験
合
格
者
に
直
接
通
知
し

ま
す
。

◆
試
験
案
内　

７
月
１
日（
月
）

か
ら
市
消
防
本
部
消
防
総
務

課
、
消
防
署
、
各
分
署
、
本
庁

舎
玄
関
受
付
、
本
庁
職
員
課
等

で
試
験
案
内
を
配
布
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
、
採

用
試
験
申
込
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
能
で
す
。

◆
申
込
期
間　

７
月
11
日（
木
）

～
26
日
（
金
）

◆
申
込
・
問
合
先　

市
消
防
本

部
消
防
総
務
課
（
〒
３
２
８
‐

０
０
１
２
平
柳
町
１
‐
34
‐
５

／
☎
23
‐
３
５
２
７
）

 

介
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◆
資
格　

満
20
歳
以
上
の
市
民

で
、
本
市
の
文
化
芸
術
に
関
心

を
持
ち
、
会
議
に
参
加
で
き
る

方◆
内
容　

文
化
振
興
計
画
の
素

案
作
成

◆
報
酬　

無
報
酬
（
交
通
費
支

給
も
な
し
）

◆
申
込
方
法　

▽
７
月
17
日

（
水
）
ま
で
に
、応
募
用
紙
（
文

化
課
に
あ
り
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
８
０
０

字
以
内
の
作
文
（
テ
ー
マ
＝
栃

木
市
の
文
化
芸
術
の
振
興
に
つ

い
て
）
と
合
せ
て
直
接
、郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
い
ず
れ
か
で

文
化
課
（
〒
３
２
８
‐
０
０

３
１
日
ノ
出
町
14
‐
36
／
☎
20

‐
１
０
８
９
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
24
‐

０
３
５
３
／
メ
ー
ルbunka@

city.tochigi.lg.jp

）
へ

補
者
に
な
ろ
う
と
す
る
方 

・
常

勤
の
公
務
員 

・
政
党
や
そ
の
他
の
政
治
団
体

に
所
属
し
、
当
該
団
体
の
役
職

員
で
あ
る
方

 

・
他
の
附
属
機
関
等
の
公
募
に

よ
る
委
員
と
の
併
任
と
な
る
方

◆
内
容　

研
修
会
、
講
演
会
等

の
参
加
、
街
頭
で
の
選
挙
啓
発

活
動

◆
報
酬　

無
報
酬
（
交
通
費
支

給
も
な
し
）

◆
選
考
方
法　

応
募
用
紙
を
も

と
に
選
考
委
員
会
で
決
定
し
ま

す
。
な
お
、
選
考
結
果
は
、
応

募
者
に
文
書
で
連
絡
。

◆
申
込
方
法　

７
月
16
日（
火
）

ま
で
に
、
所
定
の
応
募
用
紙
に

氏
名
、
住
所
、
応
募
動
機
等
を

記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

の
い
ず
れ
か
で
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
（
〒
３
２
８
‐

８
６
８
６
入
舟
町
７
‐
26
／
☎

21
‐
２
６
３
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ 

24

‐
９
３
１
６
）
へ

生
１
，３
０
０
円（
同
２
房
付
）、

未
就
学
児
８
０
０
円
（
同
１
房

付
）

◆
申
込
・
問
合
先　

６
月
20
日

（
木
）
～
か
か
し
の
里
☎
43
‐

８
２
８
８
（
火
曜
日
定
休
）

市
消
防
職
員
募
集

　

ス
ト
レ
ッ
チ
＆

　
　
　

健
康
体
操
教
室
募
集

　

参
加
者
の
年
齢
・
体
力
に
合

わ
せ
た
無
理
の
な
い
運
動
を
行

い
ま
す
。

◆
日
時　

毎
週
火
曜
日
11
時
～

12
時

◆
定
員　

10
人

◆
参
加
費　

５
０
０
円
／
回

（
入
館
料
込
み
）

◆
申
込
期
間　

７
月
11
日（
木
）

～
26
日
（
金
）

◆
問
合
先　

渡
良
瀬
の
里
☎
62

‐
１
６
３
５
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時＝日時／時間　場＝場所　対＝対象　内＝内容　費＝費用　定＝定員
申＝申込・問合先　詳細は各団体等に問い合わせください。

ジュニアテニス教室
時７月 20 日（土）、27 日（土）９時～ 11 時 場     総
合運動公園テニスコート（川原田町）対 小学生 20
人（先着順）費１千円／回（当日会場で納入）申 
氏名、学年、電話番号、保護者氏名を記載のうえ、
テニスショップベストへメール entrybestennisu@
gmail.com 又は FAX24‐8343 で
問い合わせのみ 本 スポーツ振興課☎ 25‐0930
市民弓道大会参加者募集
時７月 21 日（日）高校生の部８時～ 8 時 30 分受付、
9 時開始・一般の部（大学生を含む）12 時～ 12
時 30 分受付、13 時開始 場    総合運動公園弓道場（川
原田町）対 市内在住又は在勤・在学の方 内 持ち物：
弓具・弓道衣 費 無料 申 当日会場で受付・市体育協
会弓道部／栃木氏☎ 27‐3573
問い合わせのみ 本  スポーツ振興課☎ 25‐0930
ナイターテニス教室参加者募集
時８月 24 日～９月 21 日までの毎週土曜日（全５
回）19 時～ 20 時 30 分 場 総合運動公園テニスコー
ト（川原田町）対 初級者・中級者（中学生以上）
40 人（先着順）内 持ち物：テ
ニスのできる服装で、シュー
ズ・ラケットを持参 費 ３千円
（初日に会場で納入）申８月
20 日（火）までに 本  スポーツ振興課☎ 25‐0930
第 103 回市民ハイキング参加者募集
時８月 24 日（土）～ 25 日（日）※１泊 場 長野県・
乗鞍岳及び上高地 対 市内在住・在勤の方 35 人（先
着順）内 歩行時間：乗鞍岳約４時間・上高地約４
時間（自由行動）集合場所・時間：総合運動公園東
側駐車場、８月 24 日（土）５時集合・出発 費 一
人 19,500 円（バス代、宿泊費、山岳保険等。出発
当日納入）申７月１日（月）～本 スポーツ振興課
☎ 25‐0930 ※問合先／栃木市体育協会山岳部／
臼井☎ 31‐0719（午後８時以降）／古内☎ 22‐
6584（午後８時以降）
おおきいボールで初めてでも安心。ラージボール卓
球教室
時 毎月火、金曜日９時から 11 時まで 場藤岡総合
体育館アリーナ 対 市民の方 定  40 人（先着順）
費 無料 内 ラージボール卓球はおおきいボールを使
いますので、ボールの速さも遅く、ラリーが楽しめ
ます。初心者を対象にラージボール卓球教室を開催
中です。 申 当日、直接会場で。市体育協会ラージボー
ル専門部☎ 62 ‐ 4511

厚
生
セ
ン
タ
ー
夏
休
み
交
流
事
業

◆
日
時　

７
月
25
日
（
木
）
10

時
30
分
～
14
時
30
分

◆
場
所　

厚
生
セ
ン
タ
ー
（
栃

木
第
四
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
／
旭
町
）

◆
対
象　

小
学
生
70
人
（
先
着

順
／
保
護
者
同
伴
可
）

◆
内
容　

工
作
（
マ
イ
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
づ
く
り
、
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
）・
大
き
な
シ
ャ
ボ
ン

玉
遊
び
・
ビ
デ
オ
上
映
・
昼
食

（
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
）・
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
な
ど
！

※
お
土
産
も
あ
る
よ
！

◆
費
用　

子
ど
も
・
大
人
と
も

１
人
２
０
０
円

◆
申
込
・
問
合
先　

７
月
１
日

（
月
）
～
16
日
（
火
）
人
権
・

男
女
共
同
参
画
課
（
厚
生
セ
ン

タ
ー
）
☎
24
‐
２
４
４
４

～
願
い
よ
届
け
、
七
夕
祭
り
～

◆
日
時　

７
月
７
日
（
日
）
12

時
30
分
（
受
付
）
～
16
時

◆
対
象　

25
歳
～
45
歳
独
身
勤

労
者
男
女
各
20
人

ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー

講座名 定員 曜日 時間 ２期（10 回）
生活に生かす書 20人

月

10:00 ～ 11:30
8/19 ～
11/11

押花アート 20人 19:00 ～ 20:30
筋力アップ講座 50人 19:00 ～ 20:30
健康体操 50人 17:00 ～ 18:30
エアロビクス 50人 水 19:00 ～ 20:30 9/4 ～ 11/6
リズム体操 50人

木

10:00 ～ 11:30
9/5 ～ 11/7

社交ダンス 男女各 15人 19:00 ～ 20:30
カラー＆

メイクレッスン 20人 19:00 ～ 20:30 9/5 ～ 11/3
（5回開催）

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

  

第
２
期
自
主
講
座

親
と
子
の
水
辺
教
室

◆
日
時　

８
月
３
日
（
土
）・

４
日
（
日
）
各
日
９
時
～
11
時

◆
場
所　

永
野
川
緑
地
公
園

（
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
／
岩
出
町
）

◆
対
象　

市
内
の
小
学
4
～
6

年
生
ま
で
の
児
童
・
保
護
者

◆
定
員　

両
日
と
も
20
組

◆
内
容　

永
野
川
の
水
辺
の
生

き
物
を
探
し
、
水
質
を
調
査
し

ま
す
。
市
内
全
域
か
ら
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
参
加
費　

無
料

吹
上
地
区
教
養
講
座

「
野
州
麻
の
歴
史
物
語
」

◆
日
時　

７
月
27
日
（
土
）・

10
時
～
12
時

◆
場
所　

吹
上
公
民
館
大
交
流
室

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
在

学
の
方
80
人

◆
内
容　

先
人
の
話
を
聞
こ

う
！　

テ
ー
マ
…
野
州
麻
の
歴

夏休み短期水泳教室
時  第１期：７月 23 日（火）～ 26 日（金）、第２期：
８月６日（火）～９日（金）ともに９時～ 10 時 場 
総合運動公園屋内 25 ｍプール（川原田町） 対 幼児
水なれクラス６人、小学生水なれクラス８人、小学
生初級クラス８人 費 各クラス 3,675 円（申込時受
付で納入） 申 受付中。総合運動公園管理事務所☎
23‐2523

夏休み短期ソフトボール教室
時７月 29 日～８月 26 日の毎週月曜日（全５回）
15 時～ 17 時 場 総合運動公園Ｅ球場（川原田町） 
対 小学生 30 人（先着順） 内 地元出身の元オリン

ピック銀メダリスト石川多映子
氏が専門技術を加えたトレーニ
ングを子どもたちに指導します 
費 無料 申７月２日（火）～総
合運動公園管理事務所☎ 23‐

2523
夏休み短期スポーツ教室
時８月５日（月）～７日（水）・９日（金） 場 総合
運動公園体育館（川原田町） 対 小学生１～３年生
20 人 内 トランポリンを使って様々な動きの習得。
マット運動 費 3,675 円（申込時受付で納入） 申 受
付中。総合運動公園管理事務所☎ 23‐2523

　

栃
木
市
食
生
活
改
善
サ
ポ
ー
タ
ー

　
（
食
生
活
改
善
推
進
員
）

　
　
　
　
　

養
成
セ
ミ
ナ
ー

　

食
生
活
改
善
推
進
員
は
食
育

の
推
進
や
生
活
習
慣
病
予
防
の

た
め
に
、
地
域
で
栄
養
教
室
の

開
催
や
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ

ド
の
普
及
、
試
食
の
提
供
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
推

進
員
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
日
時　

8
月
2
日
（
金
）・

19
日
（
月
）、９
月
５
日
（
木
）・

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

◆
受
講
料　

１
千
円
（
保
険
料

含
む
。
カ
ラ
ー
＆
メ
イ
ク
ア
ッ

プ
講
座
は
５
回
で
１
千
円
。
教

材
費
は
実
費
）

◆
そ
の
他　

電
話
受
付
不
可
。

7
月
22
日
（
月
）
～
27
日
（
土
）

　

下
都
賀
地
区
視
聴
覚

　

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
協
議
会
主
催

　

16
ミ
リ
映
写
機
技
術
者

　
　
　
　
　
　

   

養
成
講
習
会

 

◆
日
時　

①
８
月
８
日
（
木
）

②
８
月
25
日
（
日
）
と
も
に
９

時
20
分
～
17
時
（
９
時
10
分
受

付
開
始
）
※
い
ず
れ
か
１
会
場

を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

◆
場
所　

①
壬
生
中
央
公
民
館

（
壬
生
町
本
丸
１
丁
目
）
②
栃

木
図
書
館
（
旭
町
）

◆
定
員　

①
、
②
と
も
に
20
人

（
先
着
順
）

◆
内
容
（
２
会
場
と
も
）　

16

ミ
リ
映
写
機
に
つ
い
て（
学
科
・

実
技
・
試
験
）

◆
受
講
料　

無
料

◆
そ
の
他　

本
講
習
を
受
講
し

当
日
の
試
験
に
合
格
す
る
と
、

証
明
書
を
発
行
。
県
や
下
都
賀

地
区
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
協

議
会
（
栃
木
図
書
館
内
）
所
有

の
16
ミ
リ
映
写
機
や
16
ミ
リ

フ
ィ
ル
ム
を
無
料
で
借
用
で
き

ま
す
。

◆
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
昼
食

◆
申
込
・
問
合
先　

７
月
１
日

（
月
）
～
７
月
25
日
（
木
）
下

都
賀
地
区
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
協
議
会
（
栃
木
図
書
館
内

☎
22
‐
３
５
４
２
）
／
生
涯
学

習
課
図
書
館
担
当
（
大
平
公
民

館
内
☎
43
‐
９
２
１
８
）

◆
申
込
・
問
合
先　

７
月
１
日

（
月
）
～
17
日
（
水
）

 

環
境
課  

☎
21
‐
２
６
０
１

12
日
（
木
）、
10
月
１
日
（
火
）

９
時
30
分
～
15
時
※
8
月
2
日

（
金
）
の
み
10
時
開
始

◆
場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
２
丁
目
）

◆
対
象　

概
ね
65
歳
以
下
の
方

30
人

◆
内
容　

栄
養
士
、
保
健
師
、

健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
講

話
、
調
理
実
習
、
運
動
実
技
等

（
全
5
回
）

◆
参
加
費　

１
，１
５
０
円（
テ

キ
ス
ト
代
）

◆
申
込
・
問
合
先　

７
月
19
日

（
金
）
ま
で

 

健
康
増
進
課 

☎
25
‐３
５
１
２

大 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

藤 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

都 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐１
１
０
３

西 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
１
１

に
直
接
来
館
く
だ
さ
い
。
講
座

内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
。

◆
場
所
・
申
込
・
問
合
先　

勤

労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
今
泉
町
１
丁
目
）
☎
27
‐

７
１
４
０

◆
日
時　

７
月
７
日
（
日
）
10

時
～
17
時

◆
場
所　

総
合
運
動
公
園
体
育

館
（
川
原
田
町
）

◆
対
象　

16
歳
以
上
の
方

◆
内
容　

体
組
成
計
を
使
っ

て
、
身
体
の
筋
肉
量
・
脂
肪
量
・

体
水
分
量
・
筋
肉
バ
ラ
ン
ス
な

ど
を
詳
し
く
測
定
し
ま
す

◆
費
用　

５
０
０
円（
税
込
み
） 

渡
良
瀬
遊
水
地
環
境
学
習
講
座

　
　
　
　
　
　

  

７
月
観
察
会

◆
日
時　

７
月
11
日
（
木
）
10

時
～
12
時

◆
場
所　

渡
良
瀬
遊
水
地
内

（
集
合
場
所
…
谷
中
湖
子
ど
も

広
場
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
前
）

◆
定
員　

30
人

◆
参
加
費　

無
料

◆
内
容　

四
季
折
々
の
植
物
を

観
察
し
、
植
物
の
暮
ら
し
や
増

え
方
の
多
様
性
、
他
の
生
き
物

と
の
関
わ
り
な
ど
も
意
識
し
な

が
ら
、
渡
良
瀬
遊
水
地
の
植
物

に
親
し
み
ま
し
ょ
う
。

◆
申
込
・
問
合
先　

７
月
４
日

（
木
）
ま
で
に
渡
良
瀬
遊
水
地

湿
地
資
料
館
（
☎
62
‐
５
５
５
８

／
メ
ー
ルakuri@

w
atarase.

or.jp

）
へ

史
物
語 

～
吹
上
の
戦
前
・
戦

後
の
動
静
～
吹
上
で
盛
ん
だ
っ

た
野
州
麻
の
生
産
・
流
通
の
歴

史
の
お
話
し
。

　

栃
木
農
業
高
校
村
お
こ
し
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
班
に
よ
る
研
究
発

表
「
低
炭
素
杯
２
０
１
3
」
環

境
大
臣
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
研

究 

テ
ー
マ
…
麻
の
郷
と
ち
ぎ

の
環
境
資
源
を
次
世
代
に

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
・
問
合
先　

７
月
１
日

（
月
）
～
12
日
（
金
）
吹
上
公

民
館
☎
31
‐
１
７
９
２

◆
参
加
費　

男
性
４
千
円
、
女

性
１
千
円
※
男
女
と
も
浴
衣
着

用
者
は
５
０
０
円
引
き
。
※
女

性
限
定　

2
人
以
上
で
の
参
加

者
５
０
０
円
引
き
。

◆
場
所
・
申
込
・
問
合
先　

６

月
27
日
（
木
）
ま
で
勤
労
者
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
泉
町
１

丁
目
）
☎
27
‐
７
１
４
０

体
組
成
測
定
会

◆
申
込
・
問
合
先　

当
日
、
体

育
館
受
付
窓
口
で

総
合
運
動
公
園
☎
23
‐
２
５
２
３
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＝日時／時間　 ＝場所　 ＝対
象　 ＝内容　 ＝講師　 ＝担当
医師　 ＝費用　 ＝定員　 ＝申
込・問合せ
詳細は各団体等に問い合わせください。

シルバー人材センター入会説明会
７ 月 18 日（ 木 ）13 時 30 分 ～  

栃木保健福祉センター（今泉町２丁目）
 市内在住で働く意欲のある 60 歳以

上の方  栃木事務局☎ 23‐4165 ▽
藤岡事業所☎ 62‐1534 ▽都賀事業
所☎ 27‐8812 ▽大平事業所☎ 43‐
0155 ▽西方事業所☎ 92‐8390 ※除
草・塗装のできる方大募集。また、セ
ンターでは植木手入れ・除草・草刈・
家事援助等の仕事を割安な料金でお受
けしています。

シルバー人材センター刃物研ぎ
７月 17 日（水）９時～ 12 時（申

込みは 12 時まで）  栃木保健福祉セ
ンター西側シルバーセンター作業所前

（今泉町２丁目）  包丁類 300 円～、
刈込はさみ 500 円～、修理 100 円～

 シルバー人材センター栃木事務局
☎ 23‐4165

手話いつ学ぶの ~ 今でしょう‼
平成 25 年度やさしい手話教室開催

 昼の部 7 月 19 日、26 日、8 月２
日の金曜日全３回 10 時～ 11 時 30
分／夜の部 10 月 7 日、21 日、28 日
の月曜日 19 時～ 20 時 30 分  ふる
さとふれあい館（大平町真弓）  手
話に興味がある方 20 人  手話での
簡単な日常会話など、ゲームや歌を交
え楽しく体験！  無料  昼の部 7 月
10 日（水）まで、夜の部 9 月 30 日（月）
まで（先着順）市社会福祉協議会大平
支所☎ 43‐0294

葬送文化を考える講演会
７ 月 20 日（ 土 ）13 時（12 時 30

分開場）  栃木文化会館小ホール（旭
町）  葬送（葬儀）をどのように行
うか、たくさんの市民の方が直面する
問題です。葬送分野で何が起き、どう
変わっていくのか。講師が見つめてき
た全国の実例を通し改めて考えてみま
しょう  星野哲氏（朝日新聞社）  
無料  NPO 法人 D‐アイ（であい）

の会／石川☎ 090‐4130‐7974

「中途失聴・難聴者のための手話講習
会」受講生募集

 ７月 13 日～平成 26 年２月 22 日
の毎月第２、４土曜日 19 時～ 20 時
30 分  とちぎ市民活動推進センター
くらら（境町）  「聞こえ」で困っ
ている方、仲間が欲しい方、手話に
興味のある方 10 人   受講料無料

（テキスト代のみ 300 円）  ７月５日
（金）までに FAX で住所、氏名、電話
番号、FAX 番号を明記のうえ、栃木
市中途失聴難聴者協会事務局 FAX25
‐3704 又はくらら FAX20‐7132 へ
※講習開始後も申込み可。

栃木市女性史研究会「あいの会」　戦
時中・戦後の体験を語る女性を探して
います
　終戦の日をどこで、どう過ごしまし
たか？　その後の混乱期や変動の時代
をどう過ごしてきましたか？　激動の
昭和を生きた記録集をつくるために、
市内在住で昭和 10 年ごろより以前に
生まれた女性で、当時の体験を話して
くださる方を探しています。連絡くだ
さい   栃木市女性史研究会「あいの
会」／代表　梅村☎ 23‐0951

「とちぎ夢ファーレ」助成事業
誕生学①「中高生を対象とした思春期
のセルフケア」

７月 13 日（土）14 時～ 16 時  
ゆうゆうプラザ（大平町西野田）  
中学生・高校生と保護者 100 人  無
料  社会福祉法人イースターヴィ
レッジ  自立援助ホームマルコの家
☎・FAX ☎ 21‐7740

とちぎ伝統文化こども教室（文化庁委
嘱事業）

６月 29 日～平成 26 年２月 15 日
の 土 曜 日（ 全 ７ 回 ）10 時 ～ 11 時
30 分  第五地区コミュニティセン
ター（箱森町）  小学生 30 人（先着
順）  日本古来の伝統文化の一つであ
る百人一首に慣れ親しみましょう  
350 円（初日に集金）  とちぎ伝統
文化こども教室実行委員会／大和田☎
090‐3512‐5703

生命の貯蓄体操
「初心者教室」参加者募集

７月4日（木）・10日（水）・16日（火）・
25 日（木）、8 月 2 日（金）・7 日（水）・
20 日（火）・29 日（木）、9 月 3 日（火）・
9日（月）9時～11時  大平公民館（大
平町蔵井）  どなたでも  寝たきり
防止、認知症予防、不定愁訴の改善に
最適の呼吸法体操  2 千円（テキス
ト代他）  ６月 30 日まで生命の貯蓄
体操大平支部／川田☎ 43‐7971 ／

大宮☎・FAX55‐5083

栃木市老人クラブ連合会　健康ウォー
キング参加者募集

７月６日（土）８時 45 分集合、12
時ゴール予定※雨天時７日（日）に延
期  市総合運動公園（川原田町）北
側駐車場集合  どなたでも  「ハス
のお花見と地域の守り神を訪ねて」市
総合運動公園～つがの里（往復７・
５ｋｍ）※飲み物、帽子着用  無料 

 栃木市老人クラブ連合会／石井☎
090‐4531‐1818

「切込湖・刈込湖ハイキング」参加者
募集

７月 14 日（日）６月 30 分集合～
18 時解散予定  大平公民館前（大平
町蔵井）集合・解散  35 人（先着順）

 大平公民館（バス移動）―日光湯
元温泉―切込湖・刈込湖―山王峠―光
徳牧場―大平公民館  大人 3,800 円、 
小学生以下 2 千円（申込み時に集金）
 ７月５日（金）9 時～（大平公民館
ホール）大平レクリエーション協会事
務局／熊谷☎ 43‐5473

「とちぎ夢ファーレ」助成事業
夏の夜の民話語りの会ＩＮ伝統的建造
物群保存地区嘉右衛門町

７月 27 日（土）18 時～ 20 時  
旧柳田肥料店奥座敷（ヤマサ味噌㈱向
かい）  50 人（先着順）※要予約  
栃木の怪談や諸国の不思議話を、歴史
ある建物の中で、箏の調べにのせて語
ります  無料 ７月 25 日（木）ま
でに栃木語り部の会／間中☎ 080‐
5424‐2994

「とちぎ夢ファーレ」助成事業
アートステージどんぐりら公演　ダン
スミュージカル　不思議の国のアリス
出演者・スタッフ募集
公演　平成 26 年３月 16 日（日）大
平文化会館  稽古　９月～毎週土曜
日 17 時 30 分～  栃木南中（本町）

 小学３年生～大人約 30 人（応募多
数時オーディション） ７千円 ７月
20 日（土）までにアートステージど
んぐりら／大阿久☎ 22‐1437

県シルバー大学校南校第 34 回学校祭
○演芸会 ７月 30 日（火）10 時～
16 時  栃木文化会館（旭町）  太
極拳、コーラス、民謡、カラオケ、ダ
ンス、民話語り、フラダンス、33 期・
34 期生の発表会等
○学校祭 ８月３日（土）10 時～
15 時  シルバー大学校南校（神田
町）  ふれあい体験、体験教室、模
擬店、チャリティーバザー、作品展示
等  栃木県シルバー大学校南校☎ 22
‐5325

第 67 回栃木県芸術祭文芸賞作品募集 
 高校生以上の県内在住・勤務・通

学者、県出身者で未発表作品  2 千
円、高校生 1 千円  ７月 19 日（金）（当
日消印有効）までに県文化協会事務局

（宇都宮市本町１‐８／☎ 028‐643
‐5288）へ郵送または持参

個人事業税の納税について
　８月は、平成 24 年中に個人で事業
を営んでいた方に、個人事業税が課税
されます。
◇納付額…所得金額から 290 万円を
引いた額に税率を乗じた額（原則）◇
１期分納期限…9 月 2 日（月）◇納付
場所…最寄りの金融機関  県税事務
所個人事業税担当☎ 23‐3414

不動産取得税の納税について
　7 月は、平成 24 年中に家屋を新築、
増築および改築により取得された方
に、不動産取得税が課税されます。
◇納期限…7 月 31 日（水）◇納付場
所…最寄りの金融機関又は県税事務所
窓口  県税事務所不動産取得税担当
☎ 23‐3413

平成 25 年度介護支援専門員実務研修
受講試験

10 月 13 日（日）10 時～ 12 時  
宇都宮大学（峰キャンパス）又はとち
ぎ健康の森   受験料 7,700 円※試験
案内申込書配付…６月 10 日（月）～
本庁介護保険課、各総合支所健康福祉
課 ６月 24 日（月）～７月 10 日（水）
社会福祉法人とちぎ健康福祉協会事業
企画課☎ 028‐650‐5587

こころの健康相談
 栃木健康福祉センター（神田町）
 よく眠れない、いらいらが強く落

ち着かないなど気になる症状がある方
や、仕事や人間関係などで悩みがある
方など  精神科医師、心理士による
相談（毎月１回午後）、保健師による
相談（随時）  栃木健康福祉センター
☎ 22‐4121 ※事前に要予約

「福祉有償運送・セダン等運転」技能
講習参加者募集

８月１日（木）、２日（金）、５日（月）
９時 30 分～ 16 時  栃木保健福祉セ
ンター（今泉町 2 丁目） 55 歳以上
の就職・就業の意欲のあるハローワー
クに求職登録済みの県内在住者 20 人

（応募多数時は選考）  福祉車両運転
実技・セダン等の乗降介助等  無料 

７月 22 日（月）必着で、所定の申
込用紙を県シルバー人材センター連合
会☎ 028‐627‐1179
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＝日時、 ＝会場、 ＝料金、 ＝定員、 ＝チケット、 ＝プレイガイド、 ＝申し込み、

＝開場、 = 開演時間、 ＝託児サービス、 ＝電話予約、 ＝問い合わせ

区　分 個　人 団　体
一般（高校生以上） 500 円 300 円
小・中学生 200 円 100 円
未就学児等 無　料

料金表

※土曜日は、 市内の小 ・ 中学生無料

※毎月第 3 日曜日は 「家庭の日」 のため県

内の小 ・中学生無料

※身体障害者手帳、 療育手帳、 精神障害者

保健福祉手帳の交付を受けている方と介助

者 1人は無料

※団体は 20 人以上

とちぎ蔵の街美術館　（万町 3 － 23 ／☎ 20‐8228 ／ FAX20‐8227）
※駐車場は蔵の街観光館南、大通り沿いの蔵の街駐車場を利用ください。有料入館者、
障害者手帳をお持ちの方には駐車場の無料券をお渡ししています。

　本展では、「花のラファエロ」と称
される、植物画家ピエール＝ジョセフ・
ルドゥーテと、花の絵を得意としたア
ルフレッド・パーソンズをご紹介しま
す。代表作「バラ図譜」や「美花選」
などルドゥーテが描いた植物は、多色
刷りの銅版画に手彩色を施すことで原
画の色合いが表現された美しい植物画
となります。パーソンズも植物図譜の
ための絵を依頼され、『バラ属』には
132 点のバラが多色刷りリトグラフ
の形で収められました。
　見たままに描き記すことへの徹底し
た態度から始まるボタニカル・アート。
2 人の画家の花への眼差しをお楽しみ
ください。
◎講演会「バラの魅力と楽しみ方」
講師　後藤みどり氏　（バラ専門店『コマ
ツガーデン』代表／NHK趣味の園芸講師）
日時　7 月 7 日（日）　14 時～
会場　とちぎ蔵の街観光館 2 階
　　　多目的ホール
※入場無料、70 人（先着順）
◎クラビ活動「植物図譜のまなざし」
―美術の基礎を楽しく学べるお話の会―
植物図譜を見ながら、人々がどのよう
な眼差しをもって植物を描いてきたの
かをお話します。
講師　当館学芸員

日時　7 月 21 日（日）15 時～ 16 時
会場　ALWAYS ｶﾏﾔ（☎ 22-0457）
対象　中学生以上、一般
定員　10 人（先着順）
参加費　500 円（お菓子・お茶付き）
申込方法　電話（20-8228）または、メー
ル（event@kuramuseum.com） に て 申
し込みださい。
※メールでの申し込みは、件名に「催事
名、催事日」、本文に①氏名（参加人数分） 
②電話番号を明記してください。折り返
し、担当者が受付確認のご連絡をしま
す。
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館
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お
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ら
せ
】

▽
藤
岡
図
書
館
・
都
賀
図
書
館
・　

西
方
分
館

15
日
（
月
・
祝
）
は
開
館
し
、
翌
16

日
（
火
）
は
休
館
し
ま
す
。

（
大
平
図
書
館
は
15
日
、
16
日
と
も

に
開
館
し
ま
す
）

　
　
　
　
図
書
館
コ
ー
ナ
ー
　
　
　　

◆宗次郎オカリナコンサート
   ８月 25 日（日）　  14:00　  全
席自由席 400 人

（未就学児の入場
はご遠慮くださ
い）　  2,500 円

（渡良瀬遊水地ラ
ム サ ー ル 登 録 1
周年記念特別料
金 ）　  好 評 販
売中　  市内各文化会館、ＪＡしも
つけ藤岡支店、とりせん藤岡店、佐野
市立文化会館、小山市立文化センター

◆宗次郎ワークショップ
（宗次郎さん指導によるオカリナ教室）
   8 月20日（火）19:00 ～ 20:30　

 多 目 的 ホ ー ル　   100 人先着順　
      コンサートとのセットで 3,500 円。教
室のみは不可。コンサートで共演してい
ただきます。  チケット購入し、その

場で申込書に記入。オカリナ経験者で
C 管か F 管を用意できる方。

◆宝くじ文化公演
劇団東少ミュージカル「人魚姫」

   ８月３１日（土）　  14:00　  全席
自由席　  大人 1,000 円　高校生以
下 500 円（3 歳以上はチケット必要）

（宝くじの助成による特別料金）　  
好評販売中　　  市内各文化会館

◆サーカスコンサート 2013
～心をつなぐハーモニー～

    7 月 7 日（日）　  16:00　   全
席指定　      3,500 円（未就学児の入
場はご遠慮ください）　  好評販売中　

 藤岡文化会館
◆ピアノ開放デー

    7 月 20 日（ 土 ）・21 日（ 日 ）10
時から 20 時まで　  無料

（1 人 30 分間）
 7 月 2 日（火）から受付開始　

電話で希望日時を申し込んでくださ
い。

◆親子バックステージツアー
   8 月10 日（土）・８月１１日（日）と
もに 13：30 開始　  各日ともに１０組　

 参加費無料（保険料として 1 人
100 円）　  FAX、往復はがき、メー
ル、文化会館ホームページで申し込み
ください。
対象　市内在住の小学生（保護者同伴
のこと）募集期間：7 月 6 日（土）9
時～ 7 月 20 日（土）応募多数の場合
は抽選。
　「バックステージ」とは「舞台裏」
という意味です。普段見ることができ
ない舞台裏の仕掛けや隠された装置な
どを詳しく紹介します。 大ホールを
会場に、舞台奈落の探検、スポットラ
イトやマイクなどを使った体験型の見
学ツアーです。

◆～家族みんなで楽しもう～
夏休み子どもフェスタ in つが

   8 月 25 日（日）9 時～ 15 時　
◆こども人気アニメ映画会

「新作ドラえもん」
10 時上映　  無
料◆ステージ　パ
フォーマンス
・ バ ル ー ン パ
フォーマー「クリ
オネ」
・マジックショー

「トランプマジック他」
◆体験コーナー
・親子バルーン教室
・かんたんトランプ教室　他
◆野外模擬店 & ゲームコーナー
かき氷、フランクフルト、やきそば他

都賀文化会館
☎ 27-8855

藤岡文化会館
☎ 62-4321

栃
木
図
書
館　

☎
22
‐
３
５
４
２

（
開
館
９
時
～
19
時
30
分
／
休
館
・
金
）

藤
岡
図
書
館　

☎
62
‐
４
８
８
９

（
開
館
９
時
30
分
～
18
時
／
休
館
・
月
）

市
図
書
館
西
方
分
館

☎
92
‐
２
５
１
２

（
開
館
９
時
30
分
～
18
時
／
休
館
・
月
）

都
賀
図
書
館　

☎
28
‐
０
８
０
６

（
開
館
９
時
30
分
～
18
時
／
休
館
・
月
）

大
平
図
書
館　

☎
43
‐
５
２
３
４

（
開
館
９
時
30
分
～
19
時
／
休
館
・
月
）

栃木文化会館
☎ 23-5678

花の美学－ルドゥーテとパーソンズ６月 15 日（土）～７月 28 日（日）

●開館時間　９時～ 17 時（入館は 16 時 30 分まで）
●休館日　　 毎週月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）

ピ
エ
ー
ル
＝
ジ
ョ
セ
フ
・
ル
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ー
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『
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ラ
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譜
』
フ
ォ
リ
オ
版

コ
ノ
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ー
ズ
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
東
京
蔵
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＝日時／時間　 ＝場所　 ＝対象　 = 内容　
＝講師　 ＝定員　 ＝費用　 ＝持物　 ＝申込

けやき保育園子育て支援センター
（きらり／☎ 23‐8905）

いまいずみ児童館
（☎ 27‐5322）

○親子ビクス
７月８日（月）10 時～ 10 時 45

分 １歳以上の未就園児と保護者
25 組（先着順）  飲み物、動きや
すい服装  大橋光子氏 ６月 28
日（金）～
○ぺたぺた記念日

７ 月 10 日（ 水 ） 10 時 ～ 11 時
30 分（時間内参加自由） ０歳以
上  手形・足形、身長・体重測定
○のびのびひろば

７月 16 日（火） 1 歳以上の未
就園児
○ぷちぷちひろば

７月 17 日（水） ０～ 11 か月
児
☆のびのび、ぷちぷち両ひろば共通
事項　10 時～ 11 時 30 分（時間内
参加自由）  作ってみよう！あん
ぱんまんサンバイザー
○夏まつり　～おばけまつり～

７月 24 日（水）12 時～ 15 時（時
間内参加自由）  幼児以上  遊び
のコーナー（火の玉ボウリング・く
るくるおばけ作り他）、食べ物コー
ナー（かき氷・焼きそば他※有料）
○水あそび

７月 31 日（水）、８月５日（月）・
19 日（月）10 時 30 分～ 11 時 30
分（時間内参加自由）※悪天候の場
合中止  そのべ児童館あそび場  
幼児以上  水着、タオル、サンダ
ル、飲み物
　☆共通事項　  無料

そのべ児童館
（☎ 20‐6231）

地域子育て支援センターおおひら
（☎ 43‐1134）

○ころころ広場
７月２日（火）、９日（火）10 時

30 分 ～ 11 時 30 分（10 時 20 分
集合）  大平みなみ児童館  乳幼
児と保護者 25 組 （２日）七夕飾
りを作ろう、（９日）水遊びのおも
ちゃを作ろう ６月 25 日（火）～
○赤ちゃんサロン

７月 11 日（木）（身体計測あり・
1 歳を迎えた子に誕生カードプレゼ
ント）10 時 30 分～ 11 時 30 分  
大平みなみ児童館  ０歳児と保護
者 25 組（上の子の託児あり）  ふ
れあい遊び、ママ同士のおしゃべり

 受付中
○東保育園との交流会

８月８日（木）９時 45 分～ 10 時
30 分  現地集合（９時 40 分）  
乳幼児と保護者 10 組  保育園児
との交流と見学 ７月９日（火）
～

さくら保育園子育て支援センター
（ゆめふうせん／☎ 24‐3900）

○親子ふれあい給食
７月１日（月）※受付 10 時〜

10 時 30 分 ５組（当日先着順）
800 円（離乳食有り）

○ほのぼの移動広場
７月２日（火）、16 日（火）10

時 30 分～ 11 時 30 分※時間内参
加自由  イオン栃木店２Ｆちびっ
こ広場  保育士による歌遊び、絵
本読み、ミュージック・ケアや子育
て相談
○双子ちゃん遊ぼう

７月８日（月）10 時～ 12 時  
未就園児の双子と保護者または双子
を妊娠中の方  無料※一般にも開
放
○マタニティー＆ベビーの日

７ 月 18 日（ 木 ）14 時 ～ 15 時 
妊娠５か月以上（臨月を除く）の

妊婦または夫婦２組  赤ちゃんの
お世話、調乳、おやつ試食  エプ
ロン、母子手帳  無料  電話で
10 時～ 15 時
○健康相談日

７ 月 22 日（ 月 ）10 時 ～ 15 時 
 身体測定※午前中、助産師相談

あり（予約不要）
○プール開放日

７ 月 29 日（ 木 ）10 時 ～ 11 時
30 分※天候により中止あり  未就
園児  水着又は水遊び用紙パンツ
○英語で遊ぼう in summer

７ 月 26 日（ 金 ）10 時 ～ 11 時
30 分  雲の部屋  1 歳 3 か月〜
3 歳児と保護者 25 組（先着順）  
ネイティブの先生と歌やゲームで遊
びます  200 円（おやつ、クラフ
ト代含む） ７月１日（月）～ 12
日（金）まで
☆共通事項　 メール sakura-3j@
sakura-kids.jp に保護者名、子ども
名、読み仮名、生年月日、〒住所、
電話番号を送信。

地域子育て支援センターつが
（☎ 27‐2122）

○ベビーマッサージ　
７月 18 日（木）  ０歳児と保護

○身体測定・手形の日☆
◇０歳～２歳未満 ７月１日（月）、
９日（火）◇２歳以上 ７月８日

（月）ともに時間は 10 時～ 11 時
○プール開き☆

７ 月 18 日（ 木 ）10 時 30 分 ～
11 時 30 分
○プール開放日☆

 午前（10 時 30 分～ 11 時 30 分）・
７月 23 日（火）、24 日（水）午後

（13 時～ 14 時）・７月 26 日（金）、
29 日（月）30 日（火）、31 日（水）
※天候によって中止になる事があり
ます。
○カレンダー作り☆

７月 19 日（金）、31 日（水）10 時
～ 11 時、７月 17 日（ 水 ）13 時 ～
14 時
○絵本の会☆

７ 月 29 日（ 月 ）10 時 45 分 ～
11 時 15 分
○給食の試食会に参加しませんか！

８月６日（火）11 時 15 分～ 12
時 15 分 ２歳以上児　（先着５組）

１組 500 円 ７月 22 日（月）～
26 日（金）電話受付９時 30 分～
　☆印は自由参加です。

○ボールで体がリフレッシュ　～親
子でできる　ゆるゆる体操～

７月１日（月）10 時～ 10 時 45
分 ２歳～未就園児と保護者 15 組 

 バスタオル、タオル、飲み物  
倉持雅代氏（パーソナルトレーナー）
○パネルシアターをみて　うたおう
◇６か月～１歳５か月児

７月２日（火）、４日（木）、10
日（水）、12 日（金）、25 日（木）、
30 日（火）
◇１歳６か月～未就園児

７月３日（水）、９日（火）、11
日（木）、19 日（金）、29 日（月）
☆共通事項　時間は 10 時 30 分～
11 時 30 分 15 組 ６月 25 日

（火）～ 27 日（木）９時～ 15 時

ひがしのもり保育園子育て支援センター
（ふれあいポッケ／☎ 27‐8890）

地域子育て支援センター
（☎ 23‐2740）

○七夕：七夕飾り製作
７月３日（水）～５日（金）

○ほんわかタイム
７月９日（火）当日受付 ０歳

児と保護者  親子でのふれあい遊
びとおしゃべりタイム  無料
○プチなかよしタイムⅠ期

８月 27 日（火）、９月 17 日（火）
 平成 24 年７月～９月生まれの乳

児と保護者 20 組（先着順）  親子
でふれあい遊びと専門家による講話

（８月「子どもと栄養」９月「子ど
もの心」）  受付中
☆共通事項　時間は 10 時～ 11 時

 地域子育て支援センター  無料
 時間８時 30 分～ 17 時

○えほんタイム
11 時 ～ 11 時 15 分、16 時 ～

16 時 15 分  歌や絵本、紙芝居や
パネルシアター、体操等

はこのもり児童センター
（☎ 24‐4034）

地域子育て支援センターふじおか
（☎ 62‐5011）

地域子育て支援センターにしかた
（☎ 92‐2900）

○七夕に願いを込めて
７月５日（金）～７日（日）10

大平児童館
（☎ 43‐2350）

○江戸時代に使われていたカメラを
再現しよう！

７月 31 日（水）９時 30 分～ 12
時  大平児童館  小学 3 ～ 6 年
生  15 人  夏休みの工作で、虫
眼鏡とダンボールをつかってカメラ
を作ってみよう！  250 円 ７月
２日（火）～ 21 日（日）
○夏の星座を観測しよう♪

 晴れた日の毎週水曜日 19 時 30
分～ 21 時 30 分  大平児童館３階
ほしをみる部屋  全年齢  天体
望遠鏡で宇宙を覗いてみましょう！
※月や土星、季節の星座などを見る
ことができます。雨天時イベント開
催の有無等、詳しくは大平児童館ま
で。また、ホームページでも天体観
測、季節の行事等の情報をお知ら
せしています。www.10years4kids.
com  無料

○夏まつり～昭和の街へタイムス
リップ～（栃木市チャレンジ母親ク
ラブ共催）

７ 月 30 日（ 火 ）12 時 30 分 ～
15 時 30 分（時間内参加自由）  
宇宙バトル射的、スーパーボールす
くい、むしむしゲット！、だるまは
こび、ぱかぽこぽっくり、皿まわし、
ブ～ブ～カズー、紙芝居、型ヌキ

（おみやげ付き）、かき氷、やきそば、
フランクフルトなど  食べ物のみ
有料 ▼お知らせ　9 時～ 12 時 30
分、15 時 30 分～ 17 時は準備・片
付けのため閉館とさせて頂きます。
○夏休み工作タイム

８月６日（火）13 時 30 分～ 4
歳児以上 10 人（先着順・未就学児
は保護者同伴）  からくりワール
ド～水族館～ ７月 20 日（土）～
○８月のママといっしょ

７月４日（木）～ 27 日（土）※
4 クラス共通
◇うさぎクラス（6 ～ 11 か月児と
保護者）  ８月９日（金）10 時 30
分～  うちわであそぼう  バス
タオル
◇くま①クラス（1 歳～ 1 歳 5 か
月児と保護者） ８月 13 日（火）
10 時 30 分～  スタンプあそび ※
汚れても良い服装
◇くま②クラス（1 歳 6 か月児～ 1
歳 11 か月児と保護者） ８月 13
日（火）11 時 15 分～  スタンプ
あそび※汚れても良い服装
◇ぞうクラス（2 歳以上の未就園児
と保護者） ８月 16 日（金）10
時 30 分～  絵の具あそび  クレ
ヨン※汚れても良い服装
☆共通事項　  無料  電話または
直接いまいずみ児童館へ
○どうぶつスクール体験バスツアー

８月 21 日（水）8 時 30 分集合、
17 時解散予定※雨天決行  那須ど
うぶつ王国  小学生 20 人  １千
円  お弁当、水筒他  7 月 7 日

（日）9 時～先着順※保護者の方が
参加費と保険証のコピーを添えて直
接児童館窓口まで○

○藤岡保育園との交流会　
７ 月 25 日（ 木 ）10 時 30 分 ～

11 時 15 分  藤岡保育園（藤岡町
藤岡）※現地集合 １歳児以上と
保護者 10 組  プール遊び（天候
により、室内遊び）  飲み物、バ
スタオル、着替え、水着（水遊び用
オムツ）
○わくわくタイム　

７月 17 日（水） １歳児以上と
保護者 15 組  水あそびをしよう 

 バスタオル、着替え、水着（水
遊び用オムツ）

８月９日（金） 乳幼児と保護者
30 組  夏祭り
☆共通事項　時間はいずれも 10 時
30 分～ 11 時 30 分  無料 ７月
８日（月）～（先着順）　

さくら３Ｊホール
（☎ 22‐7100）

○ 3 Ｊサマーキャンプ！　
7 月 26 日（金）・27 日（土）1

泊 2 日※説明会　7 月 17 日（水）
18：00 〜場所はさくら保育園の雲
の部屋で行います。費用もその日
にお預かり致します  太平山神社

（雨天中止）  小学生 30 人  1 日
目はみかも山に登って、夏の体力づ
くりやロッククライミングなどを行
います。2 日目は集団スポーツなど

ファミサポ交流会

○人形劇鑑賞
７ 月 26 日（ 金 ）10 時 ～ 11 時 
 とちぎコミュニティプラザ２階

大会議室  ファミサポに関心のあ
る方。会員でなくても参加可  50
組  鹿沼で活躍している「まざあ
ぐうす」さんによる人形劇です  
無料 ７月９日（火）ファミリー・
サポート・センター栃木☎ 25 ‐
1040 ／大平☎ 43 ‐ 1134

○親子製作「七夕飾り」
７月３日（水）10 時 30 分～ 

○７・８月生まれの誕生会
７月 10 日（水）10 時 30 分～

○エプロンシアター「いただきます
ごちそうさま」

７月 16 日（火）10 時 30 分～
○こども園夏祭りに参加してみよう

７月 20 日（土）17 時～ 19 時
☆共通事項　  未就園児と保護者

 無料

者 15 組  バスタオル  阿部淳子
助産師 ７月１日（月）～予約受
付
○すくすくタイム

 ７月４日（木）身長・体重測定・
窓飾り製作、11 日（木）夏の製作、
25 日（木）ヨーヨー釣り
☆共通事項　時間は 10 時 30 分～
11 時 30 分  未就園児と保護者 
無料
○プール開き　

７月 10 日（水）※８月下旬まで
天気の良い日は開放します  水着
又は水遊び用パンツ 

時 30 分～ 16 時 18 歳未満各日
30 人程度（当日先着順）  折り紙
で作った飾りや、願い事を書いた短
冊を笹に飾り付けて七夕を楽しみま
す  無料○
○みんなで水遊びをしよう！

７月 25 日（木）、26 日（金）14
時 30 分～ 16 時※天候により中止
あり 18 歳未満各日 30 人程度（当
日先着順）  ビニールプールで水
遊びをしてみんなで夏を楽しみま
す。申込多数の場合、時間を区切っ
て遊びます  タオル・濡れてもい
い格好（水着など）  無料

を行います  ７千円 7 月 12 日
（金）まで
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乳幼児健診等のご案内

本   

庁   

健   

康   

増   

進   

課    

☎
25
‐
３
５
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
25
‐
３
５
１
２

 

大
平
総
合
支
所
健
康
福
祉
課　

☎
45
‐
１
７
８
８

 

藤
岡
総
合
支
所
健
康
福
祉
課　

☎
62
‐
０
９
０
４

 

都
賀
総
合
支
所
健
康
福
祉
課　

☎
29
‐
１
１
０
３

 

西
方
総
合
支
所
健
康
福
祉
課　

☎
92
‐
０
３
１
１

問 合 先

８月の集団健診日程
予約受付中です。お早めに問合先までご連絡ください。

日曜
日 場　所 対象

特
定
健
診
・
胃
が
ん

・
肺
が
ん
・
大
腸
が

ん･

肝
炎
ウ
イ
ル
ス

受診項目

前
立
腺
が
ん

子
宮
が
ん

乳
が
ん

骨
密
度

１ 木 栃木保健福祉センター 女性 ○ × ○ ○
３ 土 栃木保健福祉センター 男女 ○ ○ ○ ○
４ 日 大平ゆうゆうプラザ 男女 ○ ○ ○ ○
８ 木 大平ゆうゆうプラザ 男女 ○ ○ ○ ○
11 日 栃木保健福祉センター 女性 ○ × ○ ○
17 土 栃木保健福祉センター 男女 ○ ○ ○ ○
19 月 都賀保健センター 男女 ○ ○ ○ ○
20 火 都賀保健センター 男女 ○ ○ ○ ○
23 金 栃木保健福祉センター 女性 ○ × ○ ○
26 月 西方保健センター 男女 ○ ○ ○ ○
28 水 藤岡保健福祉センター 男女 ○ ○ ○ ○
29 木 栃木保健福祉センター 男女 ○ ○ ○ ○

健診当日の受付時間は、8：30 ～ 10：30 です。

８月の健康相談・栄養相談
予約制です。問合先までご連絡ください。

日 曜日 場　　所 受付時間
６ 火 藤岡保健福祉センター 13：30 ～ 16：30
８ 木 西方保健センター 9：00 ～ 11：30
９ 金 大平ゆうゆうプラザ 13：30 ～ 16：30
22 木 都賀保健センター 13：30 ～ 16：30
26 月 栃木保健福祉センター 9：00 ～ 11：30

８月のこころの健康相談
カウンセラーが相談に応じます。

予約制です。問合先までご連絡ください。
日 曜日 場　所 受付時間
20 火 大平ゆうゆうプラザ 13：30 ～ 16：30

両親教室
事前に問合先までご連絡ください。

内　容
場所 / 日程

栃木保健福祉センター 大平ゆうゆうプラザ
①妊娠中の生活・仲間づくり   ７月 12 日（金）   ８月 26 日（月）
②育児について・栄養指導   ７月 26 日（金）   ９月 19 日（木）
③妊婦体験・沐浴指導   ８月 24 日（土）   10 月 26 日（土）

すくすく教室
事前に問合先までご連絡ください。

場　所
月 日 曜日 内　 容

栃木保健福祉センター
７ 17 水   ふれあい遊び・子育てアドバイス
８ 24 土   絵本読み聞かせ・ストレッチ

大平ゆうゆうプラザ
７ 17 水 離乳食教室・子育て相談

 藤岡保健福祉センター
７ ４ 木 離乳食実習
８ 23 金 ベビータッチケア

 西方保健センター
７ 10 水 子育てのお話

　
　
　
　（

７
月
）

子
育
て
サ
ロ
ン

日 曜日 場　所
１ 月 栃木（栃木保健福祉センター）
10 水 大平（大平ゆうゆうプラザ）

16 火
藤岡（藤岡保健福祉センター）
西方（西方保健センター）

29 月 都賀（都賀保健センター）

休日・夜間救急診療

≪栃木地区急患センター７月の当番医≫
境町（医師会病院隣）　☎ 22‐8699

【診療時間等】
平日 19：00 ～ 22：00（内科 / 小児を含む）
休日   9：00 ～ 21：00（内科 / 小児を含む）（外科）
※事前に☎確認してお出かけください。
※急患センターは、急病の患者さんに対し応急
的な診療を行う施設です。急病ではない患者さ
んは、かかりつけ医師等の診療時間内に受診す
るなど、急患センターの正しい利用をお願いし
ます。

◆栃木市消防本部
月～土曜日の 22：00 以降　 　　   ☎ 22‐0119
日曜・祝日・年末年始の 21：00 以降  ☎ 24‐9999

（音声ガイダンス）

≪急患センター終了後、問合先≫

◆とちの木病院（大町）　　　　     ☎ 22‐7722
日曜日　19：00 ～ 21：00

※市内の小児科開業医が中心となり実施しています。
◆下都賀総合病院（富士見町）　     ☎ 22‐2551
木・金曜日　17：00 ～ 22：00　　（要電話確認）

≪小児救急診療（0 歳から中学生）≫

毎日18：00 ～ 23：00  
☎ 028‐600‐0099　プッシュ回線の場合　  #8000 

≪とちぎ子ども救急電話相談≫

○ホームページ
　「とちぎ医療情報ネット」と検索するか、
　アドレスバーに下記のＵＲＬを入力。
　　http://www.qq.pref.tochigi.lg.jp/
○モバイル版
　　http://www.qq.pref.tochigi.lg.jp/kt/

≪とちぎ医療情報ネット≫

７月の乳幼児健診
個別通知にて案内した時間にお越しください。

日 曜日 地　域（場所）
4 か月児健診

16 火 栃木（栃木保健福祉センター）

24 水
栃木（栃木保健福祉センター）
都賀（都賀保健センター）

25 木 藤岡（藤岡保健福祉センター）

30 火
大平（大平ゆうゆうプラザ）
西方（西方保健センター）

9 か月児健診
２ 火 栃木（栃木保健福祉センター）
24 水 都賀（都賀保健センター）
25 木 藤岡（藤岡保健福祉センター）
30 火 西方（西方保健センター）

31 水
栃木（栃木保健福祉センター）
大平（大平ゆうゆうプラザ）

1 歳 6 か月児健診
２ 火 大平（大平ゆうゆうプラザ）
11 木 栃木（栃木保健福祉センター）
18 木 藤岡（藤岡保健福祉センター）
26 金 西方（西方保健センター）

3 歳児健診
３ 水 大平（大平ゆうゆうプラザ）
８ 月 都賀（都賀保健センター）
10 水 栃木（栃木保健福祉センター）
25 木 栃木（栃木保健福祉センター）

2 歳児歯科健診
９ 火 栃木（栃木保健福祉センター）

成人健診等のご案内

　　健康のため年に 1 回

　　　　　　　　健康診断を受けましょう

1 月 青木（虎）（青木医院）
2 火 成田（成田内科）
3 水 大山（大山整形外科）
4 木 藤沼（仁）（大平下病院）
５ 金 石井（石井内科医院）
６ 土 山門（山門クリニック）

７ 日
内：土谷（土谷医院）
外：川島（かわしまクリニック）

８ 月 青木（章）（静和医院）
９ 火 斉藤（伸）（さいとう小児科）
10 水 中元（中元内科医院）
11 木 河口（河口医院）
12 金 橋本（安）（橋本医院）
13 土 箕輪（箕輪内科）

14 日
内：田村（田村医院）
外：野崎（野崎医院）

15 月
内：石塚（好生医院）
外：町田（メディカルパパス）

16 火 金田  （金田医院）
17 水 横山（よこやま内科小児科クリニック）
18 木 川島（かわしまクリニック）
19 金 土谷（土谷医院）
20 土 青木（虎）（青木医院）

21 日
内：小森谷（小森谷内科医院）
外：与倉（与倉ペインクリニック）

22 月 筒井（筒井医院）
23 火 桜井（桜井こどもクリニック）
24 水 竹田（竹田内科医院）
25 木 野崎（野崎医院）
26 金 亀田（亀田整形外科医院）
27 土 玉野（たまのクリニック）

28 日
内：斉藤（伸）（さいとう小児科）
外：亀田（亀田整形外科医院）

29 月 腰塚（学）（ちづかクリニック）
30 火 中坪（なかつぼクリニック）
31 水 与倉（与倉ペインクリニック）

熱中症を予防して元気な夏を！
　熱中症は、気温が高く湿気も多い環境で、体温調節が上手く出来な
くなった結果、めまい、大量の発汗、吐き気、倦怠感、頭痛などが起
こります。特に、お子さんや高齢者に発症のリスクが高いとされています。

熱中症は室内でも多く発症し、夜も注意が必要です。
熱中症予防のポイント

●部屋の温度をこ
　まめにチェック！

●のどが渇かなくても
　こまめに水分補給！

●エアコンや扇風
　機を上手に使い
　ましょう！

●日頃から栄養バラ
　ンスの良い食事と
　体力づくりを！

●外出の際は体を締め
　つけない涼しい服装
　で、日よけ対策も！

●無理をせず、適
　度に休憩を！

熱中症の応急手当
　熱中症が疑われるときは、次のような対処が
必要になります。
　① 涼しい環境へ移動する
　② 薄着にする
　③ 首、わきの下、足の付け根を冷やす
　④ 水分を補給する
※応急手当をしても症状が改善しないときは病
院を受診してください。

呼びかけに反応がなかったり、自力で水
分補給が出来ないときは、すぐに救急車
を呼んでください。
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とちぎ散歩は、栃木市にある名所、旧跡など観光スポットを紹介します。

　
勝
道
上
人
ゆ
か
り
の
観
音
堂

　
　
　
　

地
域
住
民
の
力
で
歴
史
つ
な
ぐ

鈴
す ず き

木　千
ち あ き

晶ちゃん須
す ぐ ろ

黒　結
ゆ な

愛ちゃん

渡
わたなべ

邊　柚
ゆ ず ひ

妃ちゃん早
そ う と め

乙女奈
な ほ

穂ちゃん

田
た な か

中　基
き い

偉ちゃん関
せ き ね

根　乙
いちよう

央ちゃん

岡
お か べ

部　南
な ほ

帆ちゃん國
く に い

井　碧
あ お ば

生ちゃん 石
い し だ

田　渚
なぎさ

ちゃん

田
た じ ま

嶋直
なおたろう

太朗ちゃん坂
さかもと

本　示右
ゆ う き

紀ちゃん

▲迫力ある龍の彫刻など
が歴史を物語る

▶桜やツツジに囲まれた
高台に建つ観音堂

平成 24年７月生まれの赤ちゃん

と ち ぎ あ じ さ い ま つ り

◆
日
時　

８
月
11
日
（
日
）
８
時
30

分
～
15
時

◆
場
所　

総
合
運
動
公
園
北
側
圃
場

（
川
原
田
町
）

◆
対
象　

中
学
生
以
上

◆
定
員　

20
チ
ー
ム
（
今
年
度
よ
り

抽
選
）
女
性
大
歓
迎
。
５
人
制
（
10

人
ま
で
登
録
可
）

◆
参
加
費　

１
チ
ー
ム
５
千
円
（
保

険
込
）

◆
申
込　

７
月
７
日
（
日
）
ま
で
に

代
表
者
の
名
前
、
住
所
、
連
絡
先
、

メ
ン
バ
ー
表
を
記
載
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又

は
Ｈ
Ｐ
で
問
合
先
へ
。
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
。

《
同
時
開
催
》

○
ど
ろ
ん
こ
フ
ラ
ッ
グ
レ
ー
ス
大
会

◆
参
加
自
由
、
無
料

○
ど
ろ
ん
こ
相
撲
大
会
、
キ
ッ
ズ
エ

リ
ア
泥
で
遊
ぼ
う
！

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
》

　

ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
の
審
判
や
運
営

に
携
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

学
生

大
歓
迎
！

☆
共
通
事
項

◆
問
合
先

 

農
林
課 

Ｆ
Ａ
Ｘ
21
‐２
５
５
５
／
Ｕ

Ｒ
Ｌhttp://

ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー.com

　

太
平
山
神
社
へ
続
く
石
段
の
両
側
に
、
２
、

５
０
０
株
の
あ
じ
さ
い
が
色
鮮
や
か
に
咲
き
誇
り
ま

す
。
そ
の
花
び
ら
は
雨
露
に
濡
れ
、
私
達
の
心
を
和

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

◆
期　

間　

６
月
14
日
（
金
）
～
30
日
（
日
）

◆
場　

所　

太
平
山
県
立
自
然
公
園（
あ
じ
さ
い
坂
）

◆
駐
車
場　

期
間
中
は
、
あ
じ
さ
い
坂
駐
車
場
・
あ

じ
さ
い
坂
周
辺
駐
車
場
は
有
料
（
１
台
３
０
０
円
）

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
駐
車
場
の
渋
滞
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
大
曲
駐
車
場
（
無
料
）
を
利
用
い
た
だ

き
、
交
通
渋
滞
緩
和
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
合
先　

 

商
工
観
光
課
イ
ベ
ン
ト
チ
ー
ム

（
倭
町
小
江
戸
ひ
ろ
ば
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
24
‐

２
６
４
０

（
募
集
）
写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）・ 

生
年
月
日
・
住
所
・
電
話
番
号
・
保
護
者
名
を
記
入
し
て

　
　
　

  

〒
３
２
８
‐
８
６
８
６
市
役
所
秘
書
広
報
課
へ
。
写
真
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

（
締
め
切
り
）
平
成
24
年
９
月
生
ま
れ　

７
月
９
日
（
火
）、
平
成
24
年
10
月
生
ま
れ　

８
月
15
日
（
木
）（
当
日
必
着
）

E  ボ‐トレ‐ス２０１３
 渡  良  瀬  大  会  参  加  者  募  集

　

手
漕
ぎ
ボ
ー
ト（
10
人
乗
）に
乗
り
４
０
０
ｍ
コ
ー

ス
の
タ
イ
ム
を
競
い
ま
す
。

◆
日
時　

８
月
24
日
（
土
）
８
時
～
13
時

◆
場　

所　

谷
中
湖（
渡
良
瀬
貯
水
池
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

◆
対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
者
・
在
学
者

◆
定　

員　

54
チ
ー
ム
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
）
※
１
チ
ー
ム
10
人
編
成
（
性
別
問
わ
ず
）

◆
参
加
費　

１
チ
ー
ム
３
，
０
０
０
円

◆
申　

込　

７
月
26
日（
金
）17
時
ま
で
代
表
者（
中

高
生
は
保
護
者
ま
た
は
学
校
関
係
者
）
お
よ
び
参
加

者
全
員
の
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
連
絡
先
、
性

別
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
問
合
先
ま

で
。
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
。
藤 

産
業
振
興
課
（
藤
岡
町
藤
岡
１
０
２
２

‐
５
）
／
☎
62
‐
０
９
０
６
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
62
‐
０
９
１
８

　

都
賀
町
の
西
方
、
東
北
自

動
車
道
の
す
ぐ
西
の
自
然
豊

か
な
場
所
に
花
と
歴
史
ロ
マ

ン
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

平
成
５
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
つ
が
の
里
」。
野
外
ス
テ
ー

ジ
の
あ
る
芝
生
広
場
の
奥
、

桜
や
ツ
ツ
ジ
に
囲
ま
れ
た
高

台
に
重
厚
な
雰
囲
気
を
持
つ

観
音
堂
が
建
っ
て
い
る
。

　

観
音
山
の
山
麓
に
展
開
す

る
つ
が
の
里
一
帯
は
、
日

光
を
開
山
し
た
勝
し
ょ
う
ど
う道
上し
ょ
う
に
ん人

が
延
暦
８
年
（
７
８
９
年
）

に
開
い
た
と
い
う
華け
ご
ん
じ

厳
寺
の

跡
。
金
堂
な
ど
七し
ち
ど
う堂
伽が
ら
ん藍
が

立
ち
並
ぶ
寺
は
江
戸
時
代
に

火
災
な
ど
で
焼
失
。
再
建
さ

れ
た
も
の
の
明
治
の
廃は
い
ぶ
つ仏

毀き
し
ゃ
く釈

で
廃
寺
と
な
る
。
現
在

あ
る
場
所
か
ら
標
高
差
で
50

メ
ー
ト
ル

ほ
ど
登
り

つ
め
た
場

所
に
あ
っ
た
観
音
堂
だ

け
が
地
域
住
民
の
力
で

大だ
い
し
く
ぼ

師
久
保
地
内
に
移
築

さ
れ
、
下
野
三
十
三
観

音
の
二
十
二
番
札
所
と

し
て
信
仰
を
集
め
た
。

　

平
成
９
年
に
都
賀
町

（
当
時
）
の
指
定
有
形

文
化
財
と
な
り
、
平
成

12
年
に
歴
史
を
し
の
ぶ

施
設
と
し
て
、
当
地
に
戻
る

形
で
再
移
築
さ
れ
た
。

　

扉
は
閉
じ
ら
れ
た
ま
ま
の

観
音
堂
だ
が
、
龍
の
彫
刻
や

軒
下
の
枡
組
み
は
、
圧
倒
的

な
存
在
感
で
地
域
の
人
々
の

歴
史
を
静
か
に
物
語
る
。

◆
日
時　

７
月
27
日
（
土
）

※
雨
天
の
場
合
、花
火
の
み
28
日
（
日
）

に
順
延

◆
場
所　

大
平
運
動
公
園
さ
く
ら
球
場

（
大
平
町
蔵
井
）

◆
内
容　

高
校
生
バ
ン
ド
選
手
権
本

選
、
打
上
げ
花
火
、
吉
本
興
業
の
芸
人

出
演
に
よ
る
お
笑
い
シ
ョ
ー
な
ど
、
イ

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

　

イ
ベ
ン
ト
の
内
容
や
出
演
者
な
ど

は
、
決
定
次
第
「
大
平
町
観
光
協
会
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
更
新
し
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
・
問
合
先

な
つ
こ
い
実
行
委
員
会
事
務
局 

大 

産

業
振
興
課
内 

☎
43
‐
９
２
１
３

な つ こ い
 Sound  Stage OHIRA  2013

（高校生バンド選手権）

第
５
回
栃
木
ど
ろ
ん
こ

　
　
　

バ
レ
ー
大
会
開
催
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晴
天
に
恵
ま
れ
た
５
月

３
日
、
西
方
地
域
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
地
元
の
若
者

た
ち
で
結
成
さ
れ
た
「
西

方
ビ
レ
ッ
ジ
」
主
催
の
西

方
い
ち
ご
祭
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

祭
り
で
は
、
い
ち
ご
狩

り
体
験
や
、
水
を
張
っ
た

田
ん
ぼ
で
の
「
ど
ろ
ん
こ

サ
ッ
カ
ー
」
な
ど
が
行
わ

れ
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
た

多
く
の
参
加
者
た
ち
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

市内各地から、楽しい初夏の話題が届きました！

　５月５日、今では珍しい和綿の栽
培に取り組むプロジェクト「しあわ
せのコットンボール」の種まきイベ
ントが行われました。
　藤岡地域を拠点に活動するＮＰＯ

法人渡良瀬エコビレッジ主催のこの
イベントでは、市内外から参加者が
集まり、綿の成長を願いながら畑や
ポットに種を蒔きました。１週間ほ
どで発芽し、秋には収穫を迎えます。

　

５
月
25

日
、
26
日
、

国
の
重
要
伝

統
的
建
造
物

群
保
存
地
区

の
嘉
右
衛
門

町
で
、「
蔵

ノ
街
デ　

タ

カ
ラ
モ
ノ　

サ
ガ
シ
３
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
に
魅
力
を
感

じ
近
年
出
店
し
た
６
店
舗

が
実
行
委
員
会
を
組
織
し

て
主
催
、
市
内
外
の
雑
貨

店
・
ア
ー
ト
展
示
発
表
・

飲
食
店
な
ど
が
集
合
し
ま

し
た
。

　

趣
の
あ
る
同
地
区
で
、

ま
ち
や
人
の
魅
力
を
感

じ
、
宝
物
を
み
つ
け
ら
れ

る
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

   

５
月
25
日
、
鷲
わ
し
の
み
や宮
神
社
境
内
で
、

依よ

だ田
流
鷲
宮
太だ
い
だ
い
か
ぐ
ら

々
神
楽
保
存
会
に
よ
る

「
神
楽
の
夕
べ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

   

依
田
流
鷲
宮
太
々
神
楽
は
栃
木
市
指

定
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お

り
「
八や
は
た
の
ま
い

幡
舞
」「
浦う
ら
や
す安
の
舞ま
い

」「
天
あ
め
の
い
わ磐

戸と
び
ら開
き
」
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
惣
社
町
の
大お
お
み
わ神
神

社
神
楽
保
存
会
も
出
演
し
、
鷲
宮
太
々

神
楽
保
存
会
で
は
伝
承
が
途
絶
え
て
し

ま
っ
た
演
目
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

見
学
に
集
ま
っ

た
皆
さ
ん
は
、
日

常
の
喧
騒
を
離
れ
、

静
か
な
境
内
で
夕

闇
の
中
に
浮
か
び

上
が
る
幻
想
的
な

舞
を
堪
能
し
て
い

ま
し
た
。

  

５
月
26
日
、
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ

ザ
等
を
会
場
に
「
ふ
れ
あ
い
健

康
福
祉
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

骨
密
度

や
血
管
年

齢
チ
ェ
ッ

ク
、
歯
科

医
師
に
よ

る
歯
の
相

談
、「
食
」

に
つ
い
て

楽
し
く
学
ぶ
食
育
ポ
イ
ン
ト
ラ

リ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
普
段
の

生
活
を
見
直
す
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
陶
芸
絵
付
け
体
験

や
移
動
動
物
園
、
白
バ
イ
・
パ

ト
カ
ー
で
の
写
真
撮
影
な
ど
も

催
さ
れ
、
来
場
者
は
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

市内各地のイベント情報を、市ホームページのイベントカレンダーで見ることができます。


